
日本デザイン機構は、いよいよ0期か
ら第1期に入り、本日このマルチテーマ
フォーラムに出席された皆様のお顔を見
ていますと、本当に楽しく豊かな気持ち
になります。「デザインで社会を思う」
あるいは「社会を通じてデザインの有り
ようを考える」との思いが満面に出てい
るからです。そして一番強く感じられる
のは皆さんが強い「仲間」であるという
ことです。
本日開かれた総会・理事会でも、デザ

イン―まさにソーシャルデザインを掲げ
て「社会を良くする」「社会の構造を新
しく作り出してやろう」との積極的な姿
勢を胸に秘めているからには、我々の声
は一つの運動の声として大きくアピール
すべきであり、「社会に対して日本デザ
イン機構もの申す」という迫力が必要だ
と強く叫ばれました。
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CREATING A NEW SOCIAL STRUCTURE BY
SOCIAL DESIGN
Japan Institute of Design is passing from stage
0 to stage one in social design. Having seen
the expressions of those gathered here I feel
pleasant and liberal. As I observe all of you
gathered here, I sense your strong will to "Look
at society based on the view point of design-
ers" or "to review design through the social
view." And what I feel most strongly is that I am
joined by all of you in a strong alliance.At the
board meeting held earlier today it was
stressed that we designers should be strongly
united with a positive attitude towards restruc-
turing our society with social designs and make

appeals to the world with our opinions. Our
world has been divided vertically for the past
100 years and should be realigned to a lateral
one, and by taking up problems and themes
that have been existing in a sort of social air-
pocket. We intend to build up a more design
intensive society. Therefore, we should work to
the benefit of society ever more. It will be our
great pleasure to present what we have hotly
debated at each discussion table, and we have
to appeal to the current society through every
possible media. Also, we are going to start var-
ious things in our joint effort.
Kenji Ekuan / Chairman, Japan Institute of Design

この100年の間、縦割りであった世界
を横割りにし、エアポケットに落ちこん
でいた問題やテーマをどんどん拾い上
げ、デザインによって密度の濃い社会を
作るのだという志しを持っているからに
は、社会に向けてさらに強く訴えること
が肝要です。
本日ここで皆様が語られた内容が、ズ
バリ社会にぶつけて行くことができれ
ば、とても力強いものになるに違いない
と私は感じています。各テーブルで必死
になって語られた一人一人の知恵を拾い
上げたならば、さぞや沢山の知恵が出る
に違いありません。その知恵を本誌や出
版物を始めとするあらゆる媒体を通じて
社会にアピールし、いろいろな問題を通
じて、共々いろんな「こと」を起すとい
うことこそ、我々の楽しみというもので
はないか、と思うのです。
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THEME OF ORIENTATION :
CONCEPT AND METHOD OF SOCIAL DESIGN
"Consider design in terms of relationships." The
term "Social Design" will be a keyword with a
connotation of importance for the 21st century.
Objects to be designed exist among various
relations: such as the relation of one object with
another; objects and human psychology; rela-
tion of the human body and objects; objects
and the natural environment; artificial environ-
ments and objects; objects and the social envi-
ronment, etc. Thus the design of relationships
is the theme of the present day.The history of
the relation of people and objects has been
studied long enough, and advancement in

such studies like human engineering and cog-
nitive science have been achieved. The study
and technology of marketing can be also
described as having made improvements as a
field of science to understand the relationship
of society and commodities.

"Stage by stage development of design starting
from mere production to a more comprehen-
sive scope of holonic designing." The gradual
development of designing of objects is summa-
rized as follows: 1) Elementary stage of putting
importance on production only when designers
could manufacture objects as they please not
giving thought to other people, such as those

who would use the product or be affected by it;
2) The era of marketing, becoming aware of the
needs of consumers; 3) Awareness of the use
of objects by people for their daily life is taken
into consideration by designers as the market-
ing system develops; 4) When we begin to
realize the limits of modernization, production
of objects is bound to cause the problems of
public hazards and wastes; now we are in an
era where we have to think about possible by-
products of industrial wastes when we are to
design certain objects. Thus the need for build-
ing up the concept of social design is felt. 5)
When we are to think ahead of our future the
process of recycling should also be taken into

関係の絡み合いの中でデザインを考える

「ソーシャルデザイン」という言葉・
概念は、恐らく21世紀に向けて重要な意
味を持つキーワードになると考えていま
す。デザインは、ものすごいスピードで
進んできた近代化の中で、デザインの方
法ごとに対象分野を細分化・多様化させ
ながら大きな進化を遂げてきました。ミ
クロからマクロの世界まで広がった人工
物（アーティファクト）の世界と、さら
に最近の「仮想現実」の虚の視覚世界ま
でがデザインの対象として確実に広がっ
ています。しかし、そこでいうデザイン
は往々にして「造形」―形を造るという
次元のみで考えられ進化してきたという
面がどうしても否めません。
今日、デザインの対象物は、それだけ
では成立せず様々な関係の中で成立して
いるということは論を待ちません。それ
自身と他のモノとの関係、モノと人間の
心理、人間の身体との関係、モノと自然
環境・人工環境・社会環境との関係。こ

うした関係の絡み合いの中でデザインを
考えていかなければならないというテー
マこそ、正に現代のテーマなのです。デ
ザインをハードだけでなく、ソフト―仕
組みや関係の中で捉える必要が出てきて
いるのです。私はこれを「関係性のデザ
イン」と呼んでいます。関係性という点
では人とモノの関係を捉える研究は歴史
も長く、例えば人間工学や認知科学とい
ったフィールドで進化してきています。
マーケティングという学問・技術も人と
モノの関係を捉えていく科学の一分野と
して進化してきたと言えます。
しかし近年、視野を広げて考えると、

むしろ「モノと社会の関係」で捉えるべ
き研究ではないかと思うのです。勿論、
モノを「使う人」との関係で捉えること
は大前提ですが、単に人とモノとの関係
だけではなく、人の背後にある「社会」
との関係で捉えていくことが、現代のテ
ーマになってきていると思います。

「生産だけ考える」から「ホロデザイン」

までの段階的発展

モノのデザインについて段階的に整理
すると次のようになります。

ソーシャルデザイン

マルチテーマ・フォーラム

�かつて「生産」段階だけを考えていれ
ばよい時代がありました。前近代的でマ
ーケティングの概念がまだ存在しないプ
ロダクトデザインは、作り手の都合と勝
手だけでモノづくりが出来た時代。
�しかし次第に消費者の「購買」という
行動を意識してモノづくりを考えるよう
になり「マーケティング」が登場した。
�さらに生活者の「使用」を考える、い
かにその商品が使われるかを考えるに至
って、モノづくりのデザインを進化させ
ていく。即ちマーケティングが登場した
ところからマーケティングの進化の時
代、あるいはシステムとしてモノをデザ
インしていく時代へ。
�近代化への進化が行きづまり始めた現
代を考えると、「生産」はその副産物とし
て公害やゴミ問題を生み出す。そこで廃
棄までを考えてモノのデザインをしなけ
ればならぬ時代になった。社会との関係
をマーケティングするソーシャルマーケ
ティング、あるいはソーシャルデザイン
という概念が必要となる時代になった。
�その先を考えると、廃棄の先には「再
生」というプロセスが存在する。公害問
題や資源の枯渇といった深刻な問題を考
えた時には、廃棄の先の再生までを考え

フォーラム統括プロデューサー

水野　誠一 ／東京クリエイティブ理事長

テーマオリエンテーション

「ソーシャルデザイン」の概念と方法
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consideration in designing and we are entering
the era of having to maintain an entirely com-
prehensive system. In the 21st century we may
have to pay more attention to the idea of
holonic design which contains the idea of com-
prehensiveness. A design which exceeds the
boundaries of local communities, i.e. a design
containing a relationship of a global nature
"Design for solving the antagonizing nature of
light and shadow." The cellular telephone is a
good example of this theme. We must debate
the nature of this object, i.e. the communication
system which has developed at an amazing
speed recently. We can describe this as the
design of a relationship. The system design of

this cellular  telephone has produced a serious
side-effect. Hazards of the cellular telephone
are: sudden ringing sounds in public spaces;
the use of the telephone in crowded public
vehicles and the user paying no attention to
his/her environment; its radio waves disturbing
electronic medical equipment. These factors
are good examples of the shadow aspects of
the multimedia society which are beginning to
be social problems. We will need designs to
respond to these contradicting double face
problems of light and shadow."Responding to
social needs by offering social designs." The
first theme is to design the hardware part of our
society, i.e. "urban designing" for the life of

てモノのデザインをしなければならない
時代になっています。
それはまさにトータルのシステムを考
える時代であり、ソーシャルマーケティ
ングもソーシャルデザインも共に進化す
る。そしてその段階以降の進化となると
ソーシャルマーケティングでは対応しき
れない、「社会」という言葉でも対応で
きない状況が予想され、恐らく21世紀に
はまた新しいキーワードが必要になるで
しょう。例えば「全体」を意味する「ホ
ロ」とい言葉「ホロデザイン」が恐らく
必要になってくるのではないかと考えて
います。モノのデザインではなくて、社
会を越えた地球全体の関係のデザインが
必要になってくる。あるいは、モノのデ
ザインではなくて「モノを取りまく社会
的な仕組み」のデザインが必要になって
くる。これがモノと社会との関係論、モ
ノともっと大きな地球的環境論を据えて
いくソーシャルデザインのテーマになっ
てくるのです。

光と陰の二律背反を解くデザイン

身近な例として「携帯電話」がありま
す。携帯電話機というハードそのものは、
登場以来アッという間に商品としてはタ
ダ同然の価格になってしまいました。電
話機というハードのデザインだけを考え
ると大変ショックな出来事です。自分が
デザインした商品がタダ同然で配られて
いることになる。しかしこれはモノとし
て考えてはいけない。つまり現代に驚く
べきスピードで進化した移動電話という
「コミュニケーション・ネットワーク」
「コミュニケーション・システム」のデ
ザインを考えて評価しなければ意味がな
い。その意味を捉えられない時代になっ
てきているのです。
これも関係性のデザインの一つと言え

ると思うのですが、携帯電話のシステム
デザインは、やはり今までの工業製品・
生産と同様に予期せぬ副産物、しかも問
題のある副産物を出しています。「携帯
電話公害」で公共空間で突然鳴り響く呼
び出し音、迷惑を省りみない乗り物の中
の使用、医療機器の誤作動の問題を含め

て、マルチメディア社会が
持つ「光と陰」の陰の部分
として社会問題化し始めて
います。製品にはメリット
という光があれば、必ずそ
こから派生し社会問題化す
るデメリットが付きまと
う。この光―進化と陰の二
律背反的なテーマを解いて
いくためのデザインが、こ
れから必要になるのです。

ソーシャルデザインで社会の要請に応える

既にご理解頂いたように、ソーシャル
デザインは必ずしも社会そのものをデザ
インすることではありません。
・第一には、確かに市民の社会生活を対
象にする「都市デザイン」など社会のハ
ードウェアそのものをデザインするとい
うテーマも確かにありますが、しかしこ
れはどちらかと言えば「古い」ソーシャ
ルデザインの狭い解釈に過ぎません。
・第二に出てくる「バリアフリー」や
「環境問題」などの今日的社会課題に対
する「モノからコミュニケーション」ま
での社会環境的なトータルシステムをデ
ザインする―こういうテーマこそがソー
シャルデザインの非常に重要なテーマな
のです。
・第三には、携帯電話の例のように「モ
ノを取りまく様々な社会的な問題」を解
決するためのシステムをデザインしてい
くことです。
ソーシャルデザインの概念はまだ確立
してはいませんが、社会の環境の様々な
要請によって今後拡大し変容しながら進
化していかなければならない時代になっ
てきていることは確かであると考えま
す。

Social Design

Multi-Theme Forum

マーケティング以前�

マーケティングの登場�

マーケティングの進化�

ソーシャルマーケティングの進化�

ソーシャルマーケティングの登場�

ホロデザイン�
ソーシャルデザイン�

システムデザイン�

マーケットデザイン�

プロダクトデザイン�

生産� 購買� 使用� 廃棄� 再生�

ordinary people in society.The second theme is
the design of a total system which has the
nature of a social environment, and ranges
from objects to means of communication as
well as also responds to demands such as bar-
rier free designs and one offers solution to
environmental problems.The third theme is to
offer designs of systems which will give solu-
tions to the problems of objects in various
social contexts such as those of cellular
phones. The concept of social design must
evolve, transforming itself while trying to
respond to the various demands of the social
environment.
Seiichi Mizuno / Chairman, Tokyo Creative Committee



4

On Children’s Products and Environment :
ACKNOWLEDGING CHILDREN AS INDEPEN-
DENT INDIVIDUALS
The writing "The World Map of Toys" and dish-
es for weaning period babies were given as
introductory samples for the discussion.
Points of discussion:
*One’s own childhood memories, memoirs, art
products, etc., are effective materials for dis-
cussion on children.
*Toys are instruments to induce and activate
children’s self-expression.
*Lego, a constructing toy, is excellent in
responding to children’s free imagination. The
toy is very precisely made, therefore account-
ability is high and allows every child to be

inventive.
*Weight should be placed on children’s inter-
action. Suggest forming a group for children to
play together.
*Nature exists as a place for human beings to
train and nurture themselves. Designs that
extract the essence of nature is a theme for
today.
*Observing children’s sense of touch is also a
theme for designing. There was a bare earthen
floor in part of my house, which felt cool and
soothing. Something like this should be part of
children’s environment.
*An important point for designing themes is
that we should not understand children as
immature adults, but acknowledge them as

independent individuals. We’d like to forge a
methodology based on those observations and
suggest new designs.
*We would like to continue this type of meet-
ings starting today.
Yoshiyasu Ishii / Industrial Desiger

・「玩具の世界図」（松村康平教授作）
と、1～2才の食事のトレーニング期のベ
ビー食器を導入サンプルとして討議に入
った。
・この1966年発表の「玩具の世界図」は、
誕生から6才までの子供を対象として、
年齢区分は、子供と玩具の関係を中心に、
5段階に分けてある。玩具の種類と機能
が具体的に記載されてあり、現在でも活
用されている。
・ベビー食器は、はじめて子供が使う食
器で、子供の動作分析と、仮説による試
作品の使用テストを経て、デザインを決
定した製品である。
（討議）
・自分の子供時代の記憶、記録、作品等
は、子供のテーマを考察する資料として

有効である。
・構成玩具レゴは、子供の自由な発想力
に応えていて良い。結合精度が良く、信
頼感があり、子供の工夫を誘う。手応え
のある導入がよい。
・遊具は、子供の自己表現を誘発し、活性
化させる媒体である。素材的なものである。
・世田谷区にあるプレイパークは、子供
の遊戯集団形成への提案性がある。子供
同士のやり取りを重視したい。また、自
然との係わりを重視している。
・自然は、人間にとって自己陶冶の対象
として、存在している。
・自然を抽出するデザインは、今日的テ
ーマである。
・触覚に関する考察を重視すること。子
供にとって触覚は、最も頼りになる感覚
である。
・今のファミコンは、「穏やかな友達関
係」をつくるところがあって良い。

・以前、住居にあった土間は、魅力的で
ある。ひんやりして気持ちが良かった。
子供の環境にほしい。
・子供は、未成熟な大人ではなくて、自
立した存在として認めていくこと。基本
として観察をベースに、方法論を組み立
ててゆき、デザイン提案したい。
・いろいろな分野の人々との話の中での
多面的な考え方が参考になった。
・本日をスタートに、今後も継続してい
く仕組みを作りたい。

■参加者
宇角文宏 （株）コトブキ　
栗田正光 （株）ハートワークスデザイン

オフィス
佐野邦雄 （有）ジョイント・デザイン・

システム
伏屋信宏 （株）東芝 デザインセンター

（左図）
“玩具の世界”図は、1966年にお茶の水女子大学の松村康平教授
（心理学）の監修により（株）松屋が企画・発行した貴重な資料で
ある。半円形の下左側には「こどもと玩具」の関係、右側には「こ
どもの成長」が、0才から6才まで書いてある。分割された扇状の
夫々には異なった「あそびグループ」が書かれ、例えば「造形あそ
びグループ」の先には「創造・観察への道」といった指針が示して
ある。左から大別して情意生活、知識生活、社会生活、体力に分か
れている。A2版の裏面には「玩具31の問答」が載っている。（石
井賢康氏所有）

マルチテーブル分科会�　コーディネーター・レポート
未来への視点―子供の道具・環境

ソーシャルデザイン

自立した存在としての認識を
石井賢康 インダストリアルデザイナー
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Social Design for Personal Products :
DESIGNING AS A SOCIAL MOVEMENT BASED
ON CITIZEN’S AWARENESS
Acts of trying to realize people’s happiness
turn out adversely when we go over certain lim-
its: such as open spaces of urban areas filled
with parked cars, or heaps of waste which can-
not be directed to anywhere else, and our
houses packed to overflowing with durable
consumer goods. Even if the relation with an
individual and an enterprise is a reasonable
one, if this relationship goes on and accumula-
tion is endless, it will have an adverse result i.e.
the confrontation of an individual and the pub-
lic will surface.
And enterprises are no longer permitted to

excuse themselves by saying that the negative
effects of their products had not been antici-
pated or that they had never intended that their
products should have such negative effects.
Merely responding to the boundless, segment-
ed demands of people for tools, or undertaking
business activities of merely encouraging such
demands has become unacceptable. Half of
their job should be filling such individual
demands and the latter half should be devoted
to developing the social nature of tools such as
tools which are quieter, energy saving, durable
or that the material and construction should be
recyclable, etc. A tool can be described as
socially mature only when it is equipped with
the above mentioned qualities. Additionally, it

is only when each user becomes aware of
his/her role as a citizen of his/her local commu-
nity, i.e. as playing the role a global citizen, that
the social maturity of tools can be achieved,
and movements in the design circle, or a social
movement bearing the characteristics of a
design movement must be developed.
When we reflect back upon modern rationalism
it has actually been applied only within industri-
al plants. Designing from now on should stand
between the outer and inner boundaries of
industrial plants and look at the problems lying
in-between, and try to solve them.
Shoji Ekuan / Sociologist

個々人の便利さへの欲求をかなえなが
ら経済は動き、長い目で見れば文明は進
化してきた訳だが、一方で際限なくその
欲求を追求すると人間自身が身動きでき
なくなってしまう。人の幸福を実現する
行為がある時点からその逆の方向に流さ
れて行くことが起きる。自動車で埋もれ
た都市の戸外、行き場を失ったゴミの山、
耐久消費材で埋め尽くされ人が行き場を
失った室内など、その卑近な例である。
個人－企業の関係が合理的であっても、
それが限り無く続き集積すると社会的不
利益という不合理な結果が生み出され
る。携帯電話もオートバイも数少ないう
ちは良いが、増えると個対公の対立の構
図を生み出す。電車内の携帯電話、住宅
街でエンジン音を立てるオートバイ、自
動車・・・。とはいえ、便利なものが欲
しいという気持ち、その欲求をかなえる
ことで利益を生み出そうとする企業の行
動は原則として肯定すべきである。しか

し、企業はその生産物がもたらすマイナ
スの効果を、充分に「間」を取り、道具
の“使用場面ないしは状況”を想定し組
み込んだ道具を、世に出すべきである。
肥大し細分化する道具への人の欲求にた
だ応え、或いはそれを刺激し続けるだけ
の企業行動は許されなくなった。個人の
欲求を満たすのが仕事の半分、後の半分
は道具の社会性を実現することでなけれ
ばならない。高性能で、軽く小さく携帯
に便利、形が良い、操作が簡単であるこ
と等は、道具がもつべき性質の半分。後
の半分は音が小さいこと、省エネ、長く
使えること、リサイクルしやすい素材と
構造を持っていること等。前者がパーソ
ナル・ニーズで、後者はソーシャル・ニ
ーズである。ソーシャル・ニーズを満た
してはじめて道具は成熟したと言える。
その充足を開発項目として当初から組み
込むことが、今後企業には求められよう。
その為には、ユーザー一人一人が自分の
内なる地域社会、地球社会の市民の部分
に目覚め、声を大にして叫ばなくてはな
らない。そのような声が集まると企業を

マルチテーブル分科会�
個的道具のソーシャルデザイン

ソーシャルデザイン

市民意識からの社会運動的デザインへ
栄久庵祥二 社会学者

動かす力になる。社会運動的なデザイン
運動、又は、デザイン運動的な社会運動
が今後大きな広がりを見せていかなくて
はならない。
近代合理主義は考えてみると、工場の
中だけの合理主義であり計画性であっ
た。精緻な構造を持った自動車も、ひと
たび路上に出れば咆哮する野獣と化す。
便利なガジェットも害虫、害鳥に変身す
る。これからのデザインは、この工場の
内と外の大きな亀裂に身をおき、そこに
問題を見いだしその解決に努力して行く
他はない。ここに「デザインにおける社
会性」、或いはソーシャルデザインの課
題領域がある。

■参加者
一条　厚 （株）ＧＫダイナミックス
川嶋恒美 （株）パペル
河村暢夫　愛知県立芸術大学
船越三郎　船越デザイン工房
松田智子 （株）未来技術研究所
山内典子 （株）博報堂
山川美朗 （株）ＧKプランニングアンドデザイン
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（清水）住み手が住まいの設計にシロウ
トであることはひとつの権利。提案をし
ていくのがプロの責任。企業が結果的に
は道具や住まいの形を提示していくこと
になり、その責任は重い。売れるもの探
しに血迷っていて、本当に欲しいものの
提示への努力を怠っていまいか。成熟の
時代といわれながら実態はまだマスプロ
的な選択の幅に止まっている。生活実感
から納得のいくものは出きっていない。
（川上）スウェーデンの良質のデザイン
を日本に紹介する仕事をしているが、日
本におけるデザインの社会ストックの薄
さを痛感する。一方で顧客の質は高くな
っており、日本の風土に合ったものと、
生活者のプロとしてモノを探している。
和・洋をこえて生活現場の要素は出そろ
っている。それらを編集して生活空間と
して提示する機会や場所が少ないこと
が、デザイナーと住まい手とのコミュニ
ケーションを断っている。つくり手の方
こそ、完璧なあり方を提示する責任があ
る。提示の場をつくることはソーシャル
デザインのひとつの課題である。
（岡野）イタリアのとある小さな村を訪
ねて、誰もがデザインマインドをもち、
普通の人々が美意識をもって、住まいか
ら町まで美しく整えていた。このことは
ソーシャルデザインの根本である。
（野中）日本人はこの半世紀、道具だて
を新しくすることで生活を豊かにしよう
としてきた。しかし、このことに習熟し
ていないため、生活景観は、住まいも役
所も混沌としている。企業が「空間・道
具・生活」の編集方法を教育すべきであ

Social Design for Housing :
"SOCIAL MAN" WITH THE EYES TO APPRECI-
ATE ESTHETIC VALUES
Yamaguchi: A next-generation social model is
being sought following the "national housing
model" introduced by the Housing Corporation
in 1955.
Hayashi: We should focus on how we envision
the future lifestyles. Meanwhile the inhabitants
are growing apathetic.
Nishizawa: People are looking for houses that
fit the Japanese lifestyle. We should search for
new Japanese-style houses that suit us.
Hayashi: "Harmony" in lifestyle is very impor-
tant. Is there a construction company who has
the ability to provide a harmony that includes

clothing, eating habits, and so on?
Maehara: Model house exhibition sites are now
being transformed into places for people to be
able to experience the suggested lifestyles.
Shimizu: Being an amateur in housing design
can be said to be the right of inhabitants. It is
the responsibility of the professionals to give
specific suggestions. Companies  do not seem
to put in effort to provide what people really
want.
Kawakami: Both Japanese and western ele-
ments for housing are all put forward, but
opportunities and sites to collaborate and pre-
sent these elements as a living space are
scarce.
Okano: Everyone should be conscious of

design and ordinary people should be  estheti-
cally aware of beautiful and orderly houses and
towns. This is the foundation of social design.
Nonaka: For the last fifty years, the Japanese
put in effort to enrich their lives by having
beautiful furniture and fittings. However, their
living environment shows chaos. We should be
thorough in nurturing eyes that can distinguish
beautiful things from distasteful or eyes that
continue to look for beautiful things.
Miura: Whether an individual man or institution
man, you should first be a social man. Only
then will social design be accepted and
improved.
Masatomo Yamaguchi / Director, GK institute of
DOGUOLOGY

（山口）昭和30年、住宅公団が提示した
望ましい国民住居ｎＤＫは、様式化とい
う方向の是非は別として、大きなソーシ
ャルデザインとして半世紀にわたり、効
果を発揮した。いま次世紀のソーシャ
ル・モデルが求められている。
（林）これからの人間像をどう想定して
いくかが大きい。一方、住み手の方は無
能化している。ライフスタイルを編集で
きない。住コンセプトが組み立てられな
い。自分の望みを言えない。家を上手に
買えない。
（西沢）現在の住まいの課題、いわくエ
コ住宅、健康住宅、温熱環境‥‥‥これ
らはハヤリの課題で一年もたない。購買
層が40～45才と上がってきて、日本人に
合った住まいが求められている。日本人
の原点さがし、日本人の身に合った本音
の快適性、日本人の身ごなしに合った家
具・・・住まいのつくり手が責任をもっ
て新和風、新和様、新和式を探求してい
かなければならない。
（林）生活感の「和」が大事。衣も食も
含めての「和」の形成を、カバーできる
幅をもった企業はあるだろうか。
（前原）企業は生活様式を提案していけ
る。いま住宅展示場は、かつての間取り
インテリア出来上り展示から、どう生活
をつくり込んでいけるかを体験によって
知っていく、生活提案の場に変わりつつ
ある。

る。それができる企業人を育てる学校教
育も必要である。掃除の仕方、片づけ方
からゴミになるまでのものの見方がい
る。要は美と醜を見分ける目。「美しい」
ことを求めてやまない「まなざし」に徹
底するほかはない。
（三浦）誰もが美意識をもった社会人に
なっていないのが日本のソーシャルデザイ
ンの現実問題。生活者も企業人もソーシ
ャル・マンであってはじめて、デザインの
ソーシャルな提案は受け容れられ、磨か
れていく。
■参加者
岡野　真　日本・建築ミュージアム
加賀谷徹 （株）黒潮社
川上信二 （有）フォルムSKR
清水道子　S . A . I
西澤良雄　積水ハウス（株）
野中寿晴 （有）形而計画
林　柳江 （株）リビングデザインセンター
前原和美　積水ハウス（株）

マルチテーブル分科会�
ソーシャルデザインの原点、住まい

ソーシャルデザイン

美を見る目を持つ
ソーシャル・マンを‥‥‥。
山口昌伴 生活学・住居学・道具学



んでいる。この問題を解いていくには、
究極的には教育にまで及んでしまうが、
我々は都市デザインにおける「より良き
質」とは何かを考え、「質」に対する社
会的な共通認識を形成するために努力し
ていかなくてはならないだろう。

■参加者
赤尾　泰　ヨシモトエンジニアリング（株）
井原恵子　ＧＫ道具学研究所
金子晋介　住宅・都市整備公団
小谷正紀　金門電気（株）
地主道夫 （株）竹中工務店
鈴木貴継　東日本旅客鉄道（株）
田口眞弘　東日本旅客鉄道（株）
田村　明　都市プランナー
渡辺真理　設計組織ADH
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On "Quality" of Public Design :
TOWARD FORMATION OF ESTHETIC COM-
MON SENSE FOR URBAN DESIGNING
*On establishing the concept of public design
before quality
In Japan, the administration should give priority
to communicating the awareness of urban
design. This does not mean taking the shortest
distance to the ideal goal, but rather spending
enough time for each subject to make them
better, and only by steadily accumulating these
results will this question-filled theme of urban
design evolve. It cannot be realized without
such diligent efforts.

*Confusion caused by neglected "quality"

Once people became aware of the relationship
between design and urban areas, confusion
arose at the same time. This kind of misunder-
standing often occurs because designing and
decorating are thought to share the same defi-
nition. In urban design, there are many discus-
sions on its methods, but these rarely consider
"quality." However, problems are being pointed
out by citizens.

*Search for the essence of unquantified "quali-
ty"
Problems of global environment, aging society,
disasters, and such are unavoidable assign-
ments for each one of us today. The adminis-
tration should play a role in determining the

political correctness on these issues. But even
when the administration makes decisions on
what is politically correct for the quality of
urban area designs, there is no absolute evalu-
ation guideline. We need to put in more effort in
establishing the common values for the "quali-
ty" of designs.
Kazuo Tanaka / Environment and Product Design

このテーブルテーマは、デザインの
「質」という定量化できない問題であり、
到達点が非常に見えにくい性格のもので
あった。幸いに幅広い領域から参加して
頂き、領域相互の問題認識と今後の課題
を、おぼろげながらも語り合うことがで
きたと思う。
パブリックデザイン成立から継続へ

今でこそ、パブリックデザインという
ものが市民権を持ちえているが、ほんの
30年余り前までは「都市を美しくする」
ということに全く理解が得られなかっ
た。行政側にデザインの価値を認識させ
るまでには実に大変な苦労があり、今日
パブリックデザインという行為が成立す
るだけでも大変価値のあることと言える。
都市風景とは簡単にでき上がるもので
はない。特に既存の街を対象としたデザ
イン計画では、理想とする到達点に一気
に突き進むことは難しい。一つひとつの
対象を「より良好なもの」へと改善を続
けることによって街が変わっていくので
あり、都市デザインとはこうした地道な
努力の積み重ねによって作られるものな
のである。
認識なき「質」の混乱

都市とデザインという関連性が一旦認
識されると、混乱も同時に生じてきた。
これは、都市デザインを「市民に親しま
れるものにするために装飾化すること」
と解釈されたことによる問題であろう。

さらに「質」に対する理解を持ち得ない
行政側の姿勢が、「奇妙な」都市デザイ
ンの氾濫を生むことにもなっている。
都市デザインにおいて、大きな方向性

を決定するためのプロセスや手法の議論
は数多くあるが、そのものの「質」に対
する議論は少ない。しかし、こうしたこ
とが、結果としてその場に住まう市民の
告発というかたちで問題を顕在化させて
しまっている。言い換えると、アウトプ
ットを間違えると行政側の思いが仇にな
るということであり、「質」の問題はや
はり疎かにはできないと言えよう。
評価困難な「質」の議論を続けよう

地球環境、高齢化社会、災害、これら
の問題は今日われわれが避けて通ること
のできない課題となっており、行政の役
割はこうした問題に対処する社会的正当
性（ポリティカルコレクトネ
ス）を持つべきものである。
しかし、同じく行政が係わる
都市デザインにおいて、その
「質」の評価は、何が絶対的に
正しいかという判断を下しに
くいものである。しかし、「質」
の評価は主観的問題と解釈さ
れたが故に社会的不適合も生

マルチテーブル分科会�
個的道具のソーシャルデザイン
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都市デザインの「質」と
その評価を考える
田中一雄 環境・プロダクトデザイン
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シビックデザインとは、建設省が進め
る快適な公共環境造りの標題であるが、
和製英語の造語であるためにその中身が
曖昧であり、一般の理解が薄い現状や事
例等をコーディネーターから報告の形で
提示し、参加者のテーブル環境を整えた。
このことによって「シビックデザイン」
を土木構造物のデザインと捉えることに
疑問が出され、対象のフィールドが「公
共環境」であることの確認から始まった。
現在多くの問題がある公共環境につい
て数々の問題提起や事例紹介が行われた
が、職域や立場，関わり方で問題意識の
視点がそれぞれに異なり、デザインとし
ての環境問題の難しさがここでも浮き彫
りにされた。
シビックデザインが建設省によって提
唱されたのが平成2年であり、未だ7年の
月日しか経過していない。その短い期間
においても多くの優良なデザインが確実
に社会資産として整備されてきている。

しかし、多くの事例の中には
現場のデザインの理解度の不
足からマスコミにも報道され
た蛙橋や、ダム法面に描かれ
た大壁画、各地名物、名産の
シンボルを模した安易なデザ
インの橋梁高欄やトンネル坑
口、モニュメント等、その展
開は過激である。
これらの事例から、地域の

人々の指向と行政、デザイン計画者等と
の意識のづれやデザインプロセスの問題
点、デザイナーの参加の仕組みやデザイ
ンの最終決定者又は決定機関の曖昧性。
公共空間のデザイン監理の必要性や著作
権・意匠権等の知的所有権の問題、住民
参加の方法や仕組みづくり等、シビック
デザインの抱える様々な問題や検討内容
が浮き彫りにされてきた。
日本の都市デザイン行政の先駆けとし

て、25年の歴史を持つ横浜市都市デザイ
ン室の室長から次のような報告を受け
た。はじめは地域の魅力造りから、次に
歴史保存等を経て具体的事例の整備を通
して市民の理解度を高めて都市デザイン

を推進し、そのつど必要な法
制化を進めながら、現在は市
民の持つ創造力や発想力を如
何に引き出し具現化するかの
仕組みづくりを進行中とのこ
と。この報告は、シビックデ
ザインを理解推進していく手
だてとして、プロセスの良い
参考事例と思われる。
デザインコンサルタントや

デザイナーからの指摘は、その多くが小
さなプロジェクトにおける行政の縦割り
構造からくる様々な歪みである。環境デ
ザインが関係性のデザインといわれヒ
ト・モノ・場のよりよい関係づくりと言
われながら、実際の現場では隣が意識さ
れていないことが多いと報告された。又、
モノのみのデザインが先行して生活のデ
ザインや時間のデザインが見えないとの指
摘もあった。
討議された今回のテーマは重要なの

で、継続的な会合を持つことが提案され
全員一致の賛同を得て、事務局に提案す
ることとなった。

■参加者
秋山裕史　 （株）秋山環境デザイン研究所
大島　隆　 （株）都市・文化総合研究所
岸田比呂志　横浜市
佐々木美貴　環境デザイナー
鈴木　稔　　住友軽金属工業（株）
棚谷　喬 （株）電通テック
藤本晃生　 （株）NECデザイン

マルチテーブル分科会�
シビックデザイン―社会資産の創造
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横割による
関係性のデザインを
長谷高史 環境デザイナー

Challenges and Outlook for Civic Design :
DESIGN THAT HAS A RELATION OF DEVEIDED
NATURE
Only 7 years have passed since 1992 when the
Japanese Ministry of Construction suggested
"Civic Design." During this short period various
good designs have been produced and
become our social asset. However, due to a
lack of genuine understanding of design on
actual job sites, some of the development,
such as the much talked about Rainbow
Bridge, great mural painted on a dam wall,
easy superficial designs symbolizing local
products, decoration of tunnel entrances and
construction of monuments, are too radical.
From among these cases, various problems

such as the gaps between the intentions of
local people and that of the local government,
design planners,  problems coming up in the
process of designing,or ambiguities concern-
ing the mechahanism of designers participa-
tion, and questions like "who makes the final
decision?" or the decision making mechanism
on designs, are arising.
Also the need of supervising the designing of
public spaces,problems with intellectual prop-
erties such as royalties, right of design; prob-
lems in the civic design such as participation of
local residents in the matter or building up a
participation mechanism are pointed out.
Design consultants and designers point out
that most of the above mentioned problems are

caused by contradictions due to the divisional
attitude of local administrations in carrying out
many small scaled projects. Design of environ-
ment is described as a design of relationship.
Although it is said to be for the better relation-
ship of people, objects and space, it is report-
ed that in actual scenes of such design
activities awareness of or consideration to the
existence of neighboring entities or people is
not felt in most cases. It was also pointed out
that design emphases are put only on objects,
and design for one’s living or time is not felt.
Takashi Nagatani / Urban Designer

東京国際フォーラムガラス棟
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Design and Administration :
BETTER COMMUNICATION BETWEEN ADMINIS-
TRAION AND DESIGNERS
Unless government administrations and civil-
ians are united in working for the materializa-
tion of social designs, the results will not be
very successful. When considering issues of
social design such as harmony with the natural
environment and countermeasures against
urban disasters, normalization, cannot be
achieved neither by mere civilian efforts nor by
leaving everything in the hand of the adminis-
tration. Those issues will be countered only
when administrative leadership and flexible pri-
vate wisdom are ideally coordinated. Before we
talk about the application of social designs, we

are confronted with the problem of how we
should cope with the administrative side in car-
rying out the immediate designing process of
today or tomorrow. These issues of administra-
tion are: the tradition of carrying on what they
have done in previous years, and principles of
objectivity, egalitarianism and vertical segmen-
tation. The details of the issues are already
mentioned, therefore, I will not repeat them.
The design circles that have to work with the
administration such as graphics, commercial,
industrial and architectural designs begin to
have new framework of social design, and the
more heavily their peripheral areas touch the
administrative circle, the heavier the burden of
the issues will be on the designing circle.

The arrival of a new social design era is
inevitable, then is it acceptable to proceed with
our designing activities making ambiguous
concessions to the administration and no one
is clear or responsible for the result of such
concessions?
Noriji Sato / Critic of Culture, Manager of Dentsu

冒頭から結論めいたことになるが、ソ
ーシャルデザイン実践のためには、行政
と民間が一体化して事を進めないと、そ
の実りは、あまりはかばかしいものにな
らないだろうというのが、参加者の一致
した意見であった。
自然環境との調和、都市災害への対応、
ノーマライゼーションなど、ソーシャル
デザインのどの課題をとっても、民間だ
けで、あるいは行政に任せきりで片づく
問題は何一つ無い、といって良い。行政
の指導力と民間の柔軟な知恵が、過不足
なく力を合わせてこそ対応可能な問題ば
かりだからである。
こうした時、行政の側に、また、デザ
イン界（あるいはデザイナー）の側に要
求されるものは何か。これが我々のテー
ブルテーマであったろうと思う。
テーブル参加者は、佐藤（広告）、高田

（印刷）、山岡（照明）、矢部（フラワーデ
ザイン）といずれも、日頃仕事上で行政
との関わりの深い人物ばかりだった。そ
のため話は切実かつ、現実的であった。
そして、やや誇張気味に言えば、ソー
シャルデザイン実現の前に、今日もしく
は、明日のデザイン作業について、どう
すれば行政と折り合いをつけることがで
きるのだろうか、という問題がまず、
我々の前に立ちはだかっていたのである。
その問題とは、行政の前年踏襲、客観、
平等、縦割り主義である。詳細について

は、課題提起の際（前号機関誌）述べた
ので省くが、今日、グラフィック、広告、
インダストリアル、建築を中心に行政と
関わりを持つデザイン界が、今後、ソー
シャルデザインという新しい枠を持ち始
め、その領域が行政の世界と深く重複す
ればするほど、今われわれが行政との間
に抱える課題はデザイン界にさらに重く
のしかかってくるだろう、というのがわ
れわれの予測である。
もちろん、来るべく新しいソーシャル

デザインの時代は不可避である。であれ
ば、これまでのように、なにとはなしに
行政との間に折り合いを付けつつデザイ
ン作業を進めるという型でいいのかどう
か。もし、たとえば、今日の日本の都市
景観破壊がそのせいであるとすれば、ソ
ーシャルデザインの未来は暗澹たるもの
だろう、と思う。
今回、残念ながら、われわれのテーブ

ルに行政からの参加者はなかった。ソー
シャルデザインの未来は、まず、行政と
デザイナーが同じテーブルで話合いをす
ることから始まる、と思う。

■参加者アンケートより
仕事と行政の関わり合いの違いによっ
て意見が多少ずれていた感がする。私と
しては今の行政に全く満足しているわけ
ではないが、街づくりのデザインに対す
る行政の考え方は教えられることが多
い。それより企業の街づくりに対する取
り組みの遅れの方が大きいかも知れな
い。ソーシャルな関係としてのデザイン
に至っては言葉だけの先行で、成果商品
は余りにも少ないのが現実だと思う。リ
サイクル、ユニバーサル、防災、省エネ、
ヒューマンスケールといった視点から商
品の開発を試みたい。日本デザイン機構
は、これら企業のリーダーシップであり、
また行政への橋渡しとしての役割を担っ
ているものと期待したい。今日のような
開催形式は大変有意義であったが、焦点
のずれのないような運営が望まれる。

（山岡恒男）

■参加者
高田重一 （株）アイブレーン
山岡恒男　金門電気（株）
矢部基子　ソーシャルフラワーアカデミー

マルチテーブル分科会�
行政へのデザインの声

ソーシャルデザイン

望まれる・行政とデザイナー
のコミュニケーション
佐藤典司 文化批評家
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表題の問いかけに対する議論の趨勢
は、少なくとも当面に限っては、否定的
であったように思う。しかしながら、そ
うあってほしいという期待や将来の可能
性への認識が、デザインの近傍において
少なからず共有されている様子を、一方
で確認することもできた。
さて当日は、デザインを産業の視覚か
ら捉えようとするなかで、自戒も込めて
ということであったが、4つの弱点が話
題となった。�景気の動向に作用されや
すい、�何かと一緒でないと何もできな
い、�人間存在の基本的な欲求に応えて
いない、�儲けるという面が機能として
不十分、の4点である。
ここで、�は社会・経済の変化に敏感
であることと、�はものづくりに不可欠
ではあるが他の専門職能との協同を前提
とすることと、それぞれ表裏をなす。い
ずれも、読み替えればデザインの優位性
の支えとなる点に留意しておいてよい。
デザインは創造のカタリスト（触媒）で
ある。異質性を架橋する敏感なカタリス
トが新たな産業化のコアとなる。
一方�と�は、そう楽観視するわけに
は行かない。まず�だが、今日のデザイ
ンは人間の自己実現には密にかかわる
が、生存や安全への貢献を問われれば、
心許なさを禁じ得ない。�に関しては、
運動性に端を発するデザインゆえの気風
と言えなくもないが、自らを産業社会の

システムに定位しきれない現実が、存在
と体力の脆弱さを惹起することとなる。
それらを克服し、産業という形で武装

しないと、おそらくデザインは生き残れ
ないだろう。そのためには、自らをより
オープンな存在に転換する必要がある。
特殊ムラ社会的一面も否定できないデザ
インは、そこに安住することなく、視野
を広げ、協同の輪を広げ、特に経営マイ
ンドを高めていかなければならない。そ
れにより外部からのアクセスビリティも
改善され、産業社会のメインフレームへ
のリンケージもしやすくなるだろう。
長めのレンジで考えていけば、デザイ

ン教育のリニューアルということにな
る。美術教育の一端で美と形の縦割りを
突き進むデザイン教育だけでは、社会的
要請とのギャップは拡大するばかりであ
る。モノの在り方の根底から探求するデ
ザイン教育、産業経済のシステム思考に
拠って立つデザイン教育なども期待され
るところである。
その時デザイナーは、いまのデザイナ

ーとは全く異なった人種であるかも知れ
ない。かつて情報の周りに情報産業が広
がったように、そのようなデザインの周
りにソーシャルデザインの担い手として
のデザイン産業が構築されていくことに
なるだろう。それは一つの社会的な実験
といった側面も有している。
地域の自立性・独自性の構築が、これ

からの日本の社会システムを方向づけて
いくデザインの有り様も、そういった枠
組みで捉えてこそ、リアリティと力強さ
を増していく。平坦な道程とは思えない

が、そんな実験的な枠組みに先行着手し
た地域が、次の時代へのリーダーシップ
を発揮していくのではないか。

■参加者アンケートより
このテーマは、人間の生活、或いは人
生の指針としての真理や哲学がデザイン
の中にはあるのか、ということになるで
しょう。それは、多分あるはずです。し
かし目下の所、産業に於ける経済的側面
をのみ、活性化、或いは刺激促進する手
段としての機能しか持ち得ていない気が
するのです。ひとつは人間が存在してゆ
く上でもっと重要な学問や意識との連携
を持ち、人間生活全領域に対して、横断
的にデザインが寄与しない限り、「リー
ディング・インダストリー」云々は望め
ないのではないでしょうか。今日、運搬
具はデザインの領域が交通社会学的領域
からエコロジーの領域まで入り込んで行
っていますが、デザインの領域からエコ
ロジーへの警鐘がなされないのは、そこ
にデザインの持つ盲点があるのではない
でしょうか。 （浅原雄吉）

■参加者
青木史郎 （財）日本産業デザイン振興会
浅原雄吉 （株）エーディーシ－
池田為明　広島市立大学
大木　誠 （株）オーディーエス
佐藤賢一 （株）都市環境計画研究所
土屋晃一 （有）土屋デザイン事務所
藤本清春 （株）ＧＫデザイン機構
柳生　功 （株）アイブレーン

マルチテーブル分科会�
デザインはリーディングダストリーになりうるか

ソーシャルデザイン

デザインの
新たな地域展開へ向けて
黒田宏治 産業開発プランナー

tion of fine arts, the gap between design and
social needs will continue to be widened. A
design education which will pursue the very
basic issue of the existence of objects, and an
education based on the theories of social-eco-
nomic systems is anticipated.
Building up the independence and uniqueness
of a local community will give direction to the
system of Japanese society from now on. Then,
the existence of design will gain more reality
and strength when it is understood from the
stand point mentioned above.
Kouji Kuroda / Planner for Development of Industry

a more open entity.
It cannot be denied that the design circle has
the characteristics of isolated  quaint local
communities, but we, those concerned, should
not remain there self-complacently, but should
try to have a wider scope of view, and expand
our link of associations, and must be more
aware of the business element. Then the
accessibility to design from outer circles will be
improved, and linkage to the main frame of the
industrial society will be better achieved.
From the long range view this will be the
renewal of the education of design. If we
adhere to the existing design education of pur-
suing beauty and forms as a part of an educa-

Can Design Become a Leading Industry? :
FOR THE NEW DEVELOPMENT OF DESIGN IN
COMMUNITIES
In the trend of reassessing design based on an
industrial point of view,four weak points are
pointed out ; 1) design is easily influenced by
economic trends; 2) nothing can be achieved
on its own ; 3) it does not fill the fundamental
need by human existence; 4) the aspect of
profit making function of design is not mature
enough. Unless we overcome these weakness-
es and prepare ourselves to take on these
weaknesses, design probably can not survive
in the future.
Therefore, designing itself has to transform into
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Quality of Japanese Type Design :
NEW VALUES AND DESIGN SYSTEM
*History of Esthetics
Since the Meiji Restoration (1868), it was
imperative for Japan to follow the values of the
West in its modernization process. A discus-
sion was held to rectify this absolutism on west-
ern values and find new Japanese esthetic
values and designs from a standpoint of Japan
being a member of Asian countries.
Undoubtedly the West was the main stage for
the history of human race since the
Renaissance. However, for a period before and
after the Renaissance, Europe was also one of
the developing areas in the world. In other

words, mammoth empires existed in each com-
pass end, and unique esthetic values matured
within each empire.
At the east end, pursuit for original designs and
esthetic values continued also in the islands of
Japan. The Muromachi culture was at its height
with the flourishing Kitayama and Higashiyama
sub-cultures, and established the flower and
tea ceremonies. Pursuit for the original esthet-
ics, style, and designs continued in each area
of the world.

*Japan Among Asia, Japan and Asia
Japan has the potential to contribute greatly in
the search for new esthetic values suitable to

the Asian climate and natural surroundings due
to the fact that the country has modernized her-
self a little before other Asian nations along
with the Japanese national trait of continuously
improving and reforming.
"Social design" is an issue common to the
developed countries. It is a theme for Japan to
take the initiative in suggesting new design val-
ues and a new design system, along with
appropriate actions, to Asia where the econo-
my will come to a head and esthetic values
may be thrown into a turmoil
Hiroaki Ohtuka / City Planner

美の変遷

本テーブルでは、明治以来の日本人の
近代化に基づく呪縛ともいえる欧米価値
観の絶対視を是正し、アジアの中の日本
という視点から新たな美の価値観や日本
型のデザインのあり方について議論しよ
うというものであった。確かにルネサン
スからバロック、ロココなどへと続く西
欧の美の系譜は絢爛であるし、現代へと
道を拓いたバウハウス以降のモダン・デ
ザインの軌跡も欧米主導であった。ルネ
サンス以降は西欧から欧米が人類史の表
舞台であったことは事実である。
しかしながらルネサンス以前、そして
以後もしばらくはヨーロッパは世界の後
進地域であった。13世紀に成立した世界
帝国モンゴルの大元ウルスの後継帝国
が、東では14世紀に大明、17世紀半ばか
ら大清になって20世紀まで続き、西では
14世紀にオスマン・トルコが成立して20
世紀まで続いた。南では16世紀にインド
でムガール朝が成立して19世紀半ばまで
続き、北では16世紀にロシア帝国が興っ
て20世紀まで続いたのである。それぞれ
世界各地が巨大帝国の時代だったのであ
り、それぞれの国家内で成熟した美が創
られていたのである。
そしてその東の島国の日本でも美やデ
ザインの追求は同様になされ続けてい
た。フィレンツェでルネサンスが始まっ
た頃、日本では北山文化や東山文化が開

花し、ローマでバロックが興った頃には
桃山文化が盛期を迎え、華道や茶道を確
立している。そして17世紀にルイ14世が
ヴェルサイユを築いていた頃、インドで
はタージマハール廟が造宮され、パリで
ロココが流行する前夜には中国に紫禁城
の太和殿が完成している。美や様式、あ
るいはデザインのあり方について世界の
各地でそれぞれに追求していたのである。

アジアの日本・アジアと日本

このような認識からテーブルでは議論
が重ねられ、風土や自然条件に相応しい
新しいアジアの美が追求されてよいとの
考え方が共有された。そして、少し早く
近代化を達成するとともに、工夫を重ね
ていくという国民性から、日本がこうし
た面で貢献する可能性を大きく秘めてい
ることも大体一致した考え方となった。
しかしながら一方で、現在そして今後

も当分の間、経済的成長が続くと考えら
れている東アジア地域で、日本のデザイ
ンに関わる人がいい加減なデザインで荒
ら稼ぎをしたり、美やデザインの価値観
を押し付ける結果となるような一方的な
交流が起こることへの懸念も併せて表明
された。本フォーラムのトータルテーマ
である“ソーシャルデザイン”は確かに
先進国の共通した問題意識となっている
が、経済的沸騰と美の混乱が予想される
アジアの中で、日本が新たな価値観とデ
ザインシステムを提案し、行動すること
が今後の大きな課題として強く認識した
次第である。

■参加者
稲葉治虎　ファナック（株）
朱　鍾炎　中国工業設計協会
西澤　健 （株）ＧＫ設計
林　　弘 （株）イナックス
藤田美保 （株）環境デザイン研究所
本郷正人 （株）日刊建設通信新聞社

マルチテーブル分科会�
アジアの中の日本のデザイン―日本型デザインの美と質

ソーシャルデザイン

新たな価値観と
デザインシステムを
大塚洋明 都市プランナー



・今、世界で一番困っているのはルワン
ダの難民で、戦争の現場でありAMDAの
医師が行くといっても現地では医師が殺
されたりしている。それが最もハードな
難民状態と言える。
・次に難民が定住化して「都市の外にあ
るスラム」が世界中にある。
・それから、カンボジアやベトナム難民
のように既に帰って定住し始めている難
民がいる。これは後進国の居住環境の問
題全般に繋がると言える。
我々にとっての関心事はアジア・アフ

リカ地域に巨大に発生している難民であ
る。北欧諸国の対応が充実しているのに
対し日本は何もしていないに等しい。日
本は凄い技術があるのに何も出てこな
い。PKOの時に250億円、湾岸戦争の時
には1000億円ぐらい出しているにも拘わ
らず人は行かないという国際的後進国の
一つであることは事実だ。
単なる国際貢献ではなくAMDAの医師

は人道的見地から、遠くに離れていても
「助けなくてはいけない」となれば行っ
ている。それに比べて建築は基本的には
資本のためが前提で、お金持ちのために
色々デザインすることがデザインなのは
事実だが、難民問題のような世界の現実
に対してのデザインというのは今の所全
然ない。それは片手落ちだと思う。
「もって運べるインフラストラクチャ

ー」は面白いと思う。発電、ガス、水な
ど持って歩けるストラクチャーをまずデ
ザインしてしまえと。それがあれば病院
も実現する。現在進行中の案は医師の意
見も入れて6台（エネルギー、建設のた

マルチテーブル分科会	
デザインの国際貢献―難民の居住環境

ソーシャルデザイン
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International Contribution of Design
— Housing Environment for Refugees :
PROJECTS FOR IMMINENT ISSUES
The JD project concerns refugee problems.
AMDA, a medical NGO based in Okayama
Prefecture, dispatches its staff to anywhere in
the world where people live as refugees or lead
an even lower life. They are working on "a com-
pact energy supplying facility that can be
transported to any place in the world and con-
cept designing for hospitals."
The most important point is the fact that thou-
sands of refugees are dying every day and the
reality that there are no medical facilities to aid
those people.
Our interest is in the outburst of refugees in the

Asian and African regions. In comparison to
the substantial aid of the North European coun-
tries, Japan has done almost nothing. Japan
has excellent technologies, but they are not
being made use of.
Doctors with AMDA will go to people who are in
need of help regardless of the distance for
humanitarian reasons and not for the glamor of
international contribution.
Presently there are no designs for refugees or
such distressing problems. We can start by
designing a structure for a portable power gen-
erator, gas, and water. This will enable hospi-
tals to be built. The ongoing plan was realized
with the opinions from doctors to have facilities
compact enough to be installed in six contain-

ers (one for energy, one for downsized cranes
and construction machines, and four for med-
ical facilities). In case of disasters, they can be
transported by air. The facilities can be called
"technology packages" with the highest tech-
nologies in the world. The budget for each con-
tainer can run up to 5 billion yen.
For this project, we have visited related min-
istries and agencies but no actions were taken.
The fastest procedure for this plan to be real-
ized would be for JD to propose the plan to the
United Nations and ask for UN assistance in
urging the Japanese government to act on the
plan.
Osamu Ishiyama / Architect

めの小型のクレーンなどを装備したも
の、医療系4台）のコンテナに集約して
いる。災害が起きたら飛行機で短時間で
運ぶ。しかもハイテクを駆使した「テク
ノロジーパック」といってもよい世界の
最高級の設備で、1つのコンテナが5億円
ぐらいしても構わない。
日本は掛け声としては福祉とかハンデ
ィキャップをやっているが、実質的には
遅々として進まない。行政は「福祉とは
何か」から始まって即応できず、今回の
プロジェクトに関連して関係省庁へ行っ
たが動かない。動くのに10年かかる。日
本デザイン機構から国連に提言し、国連
から日本へオーダーするのが実現への一
番早い方法と考える。

■参加者
大森晃彦　 （株）新建築社
鴨志田厚子 （株）鴨志田デザイン事務所
迫田幸雄　　アール・イー・アイ（株）
紫牟田伸子 （株）美術出版社
中島早苗 （株）婦人画報社
野口和裕　　積水樹脂（株）
若宮直行 （株）リビングデザインセンター

日本デザイン機構が1年程前から、難
民問題やその基礎的な問題を含めて進め
てきたプロジェクトを紹介する。岡山に
ある、恐らく日本で一番クオリティーの
高いボランティア組織AMDA（アジア医
師連絡協議会）は、難民あるいはそれ以
下の生活をしている人たちの医療のため
に世界各地へ出かけて行くが、当プロジ
ェクトは、そのための病院・施設はどの
ようなものがあり得るかをテーマにして
いる。端的に言うと「世界中どこへでも
運べて移動可能なエネルギー供給施設
と、病院の概念設計」をやり始めている。
やってみて初めて分かったのは、日本
はそうした広範囲な研究（デザインを含
めて）開発をする組織が全くないこと、
国際的な情報の受け渡しの場所が全くな
いことが分かった。この点で「日本デザ
イン機構」がうまく機能するのではない
かと考えている。
本来、このテーブルテーマは「難民の
居住環境」で、一ヶ所に固定化した難民
が最終的には新しいコミュニティーを作
って行かなくてはならないが、最も問題
なのは今でも1日に何千人という死者が
出ている、その人たちの病院が全然ない
という現実にある。その現実に対して日
本にはまだ資金的余力がある、そこをや
るべきではないかというのが最初の出発
点だ。
「難民」にも色々ある。

緊急課題への
提案プロジェクトの推進を
石山修武 建築家



で教わる立場から大学で教える立場に転
じた人（山口）、印刷会社のデジタル部
門で仕事をしている人（小肥）などで、
デザインとデザイン教育について多様多
彩な「経験者」が出会い話し合うという
貴重な機会になった。
話合いの前半は、それぞれの「場」が

直面しているデザインの現実が報告され、
デザインのパラダイムシフトが多角的な切
り口で論じられた。多角的すぎて総括す
ることが難しいが、一例を上げれば、現
代デザインの「正」の面ばかりに向いて
きた目を「負」の面にも向ける必要があ
ること、モノはもちろん、音や光まで、
すべてが過剰になっている社会の中で、
「引き算のデザイン」があらゆ
る領域、あらゆるレベルで必
要になっていることなどが、論
議され、共通理解に近づいた。
また後半「デザイン教育」

については、今までの「教え
る／教わる」関係への疑問が
提出され、パラダイムシフト
しつつあるデザインの新しい
目標づくりをしていく中で、

マルチテーブル分科会

デザインのパラダイムシフトとデザイン教育
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Paradigm Shift in Design and Design Education :
DEDUCTION AND ADDITION OF DESIGNING
Having participated in the workshop of "Design
and Education," the need of realizing the para-
digm shift of design itself is acutely felt before
contemplating education. As the paradigm shift
of design, we selected keywords such as
"modern design," "good design," "sustainable
life and design" and "atom and bit." And for
design education keywords such as "purpose
of design education," "to whom, where and how
do we provide design education?" and "what
for?" were selected and we entered in discus-
sion.
Reports on the realities on the designing site
were made, then, the subject of design para-

digm shift was discussed from various stand-
points. Our gaze, which has been directed to
only the positive aspects of design must now
be directed to the negative aspects as well. In
the present society where not only commodi-
ties but also sound and light are becoming
excessive, we discussed that the "design of
deduction" is required in every region at every
level until a common understanding on this
issue is roughly attained. As to "Design
Education" a question was raised on the tradi-
tional relationship of parties "to teach and to be
taught" and the importance of forming a new
teaching relationship was suggested. That in
the course forming a new purpose of design in
the trend of paradigm shift of the relationship

between the teacher and the pupil should be
that while the teacher teaches the pupil, the
teacher can also learn from the pupil. After
going through the above mentioned discus-
sions we became aware of the graveness and
importance of the issue of shift of design para-
digm  which exceeds the framework of design,
and if we may be a bit exaggerated, it is an
issue of the human race.
Hiroshi Sano / Professor, Tokyo Gakugei University

�

教える側も教わり、教わる側
も教えるという相互関係づく
りの大切さが問題提起された。
論議を終えて、デザインの

パラダイムシフトという問題
の巨大さと重要性をあらため
て思った。これはデザインと
いう専門領域を遥かに超えた、
大げさに言えば「人類的課題」
なのではないか。最後に一言

「こういう会議を、こんな反自然的な空
間でやることを、まず考え直す必要があ
る」という発言があったことを付け加え
ておく。

■参加者
及部克人　　武蔵野美術大学
大倉冨美雄　大倉冨美雄デザイン事務所
岸本義弘　　東京芸術大学
小肥久祥 （株）共同制作
菅原文雄　　金門電気（株）
曽根眞佐子　文化女子大学
鳥越けい子　サウンドスケープ研究機構
永松實夫　　鹿児島大学
山口真理　　神戸芸術工科大学

これまで「デザインと教育を考える」
ワークショップを続けてきて、デザイン
教育を考える前に、デザインそれ自体の
パラダイムシフトについて考える必要が
あることを痛感してきたことが「デザイ
ンのパラダイムシフトとデザイン教育」
というテーブルテーマになった。そのこ
とから、まずデザインのパラダイムシフ
トについて論じた後、それを受けてデザ
イン教育について論議することにした。
デザインのパラダイムシフトについて
は「近代デザイン」「グッドデザイン」
「持続可能な生活とデザイン」「アトムと
ビット」というキーワードを用意し、デ
ザイン教育については「デザイン教育の
目標」「誰に、どこで、どうやって（新
しいデザイン教育をするか）」「何のため
に？」というキーワードを用意して、論
議に入った。
本テーブルの参加者は、学園紛争時代
に大学教官になった人（及部）、イタリ
アで永年デザイン制作をしてきた人（大
倉）、パッケージデザインをしながら専
門学校で教え、最近大学教官になった人
（岸本）、街路照明の会社で「開発営業」
をしている人（菅原）、プロダクトデザ
イナーから女子大教官になった人（曽
根）、サウンドスケープデザイナーとし
て活躍しながら女子大教官を兼務する人
（鳥越）、自動車会社のカーデザイナーか
ら大学教官になった人（永松）、大学院

デザインの正と負、
足し算と引き算。
佐野　寛 東京学芸大学教授



とによって生ずるであろうトータルな世
界―それはあるいは来世紀を待つ未生の
社会文化の上に実現するとしても―を語
り合えれば、との期待にあったのだが。
論議の展開は、コーディネーターが暗

示した“DESIGN FOR ALL”の旗印には
なびかず、二つの領域のそれぞれが孕む
問題にQ&Aのセットをめぐってのやりと
りにとどまった。とはいえ、共用と専門
への認識が全く併置的だったわけではな
く、両者の架橋ともとれるいくつかの示
唆を含むキーワードとなる話題も出た。
例えばそれらは、脳性麻痺児童と健常児
との発育機能に適応する食事用具に双方
のニーズをつなげる可能性の発見や商業
ベースに乗りにくいとされるBF商品の特
性を、一般商品の中に消化融合すること
で新たな魅力を創出し大ヒットしたラバ
ーグリップ、さらに交通機関の構内での
垂直移動に、階段・エスカレーター・エ
レベータを3点セットとして同一空間に
共存させ、幅広い利用者個々のニーズに
応じた選択肢を提供する方法であり、い
ずれも健常と障害との対立的で固定的な
観念を覆す開かれた観察と発案が見事で
ある。テーブルではこうした動きを促進
する欧米の法則の有効性も問題となった。
多分に隣の芝生的評価であるにせよ、

対する我が国の行政施策への自虐的とも
いえる評価との間には何か根本的な違い
があるのだろうか？デザイナーの間で定
説となっている北欧の福祉分野のデザイ
ンの質の高さも、国の優遇策がもたらす
余裕が主因といえるのだろうか？日本発
のUDには多くの立場の社会思想の改革

マルチテーブル分科会�
ユニバーサルデザイン―共用の文化、カスタムメイドの文化
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On Universal Design :
FROM COEXISTENCE TO INTEGRATION
The first speaker lived in the United States for
many years and was able to cite detailed
examples of the local situation, local meaning
the birthplace of the concept universal design.
Based on UD’s principle "fair usage," the con-
cept of barrier-free was considered not only as
a supplementary condition to a special group
of people, but also suggested aggressive
usage of UD by people without disabilities.
The second core speaker touched on human
dignity by focusing on the body wastes of
senior citizens with critical disabilities. He
alarmed those of us with utopian optimism
stemming from our placing excessive expecta-

tions on universal design through citing exam-
ples of development of self-help devices to
supplement the remaining abilities of those
senior citizens.
The aim of these discussions was to reach inte-
gration by discussing two contrasting points of
view (universal/custom made). However, opin-
ions did not come together under the emblem
"design-for-all." Even so, concepts of universal
and custom were not parallel, they did meet at
some points. There were themes with keywords
which could serve as a bridge over the two
concepts. The examples are: The possibility of
bringing together the needs of children with
cerebral palsy and those without disabilities in
developing meal utensils; "Rubber grip" was a

great success in bringing out a new value by
integrating the qualities of BF products with
general products, when commercialization of
BF products is considered to be difficult.
Building  steps, escalator, and elevator into
one unit for vertical movement within trans-
portation vehicles is a method of offering
broader choices according to the needs of
users. The above examples are the results of
careful observations and wonderful ideas that
disprove the fixed sense of "disabilities versus
abilities." 
In Japan, there still is a need to change the
ways of thinking in various dimensions, hence
light is shed on "social design."
Noriyuki Nagashima / Vice President of E&C Project

が必要であり、それ故にこそ“ソーシャ
ルデザイン”につながっていく。
UD：Universal Design BF ：Barrier Free
■参加者
朝倉　悟　　朝倉特許事務所
浅野昭一 （株）乃村工藝社
行冨誠一　　YKKアーキテクチュラル

プロダクツ（株）
池田千登勢　日本電気（株）
石井賢俊　　NIDOインダストリアル

デザイン事務所
岩城早苗　　横浜ゴム（株）
栄久庵憲司　日本デザイン機構
小林雄三　
斉藤慎二　 （株）東芝
高柳典子　　日本電気（株）
原田周平　　日本経済新聞社
宮沢　功 （社）サインデザイン協会
柳田宏治　　三洋電機（株）

冒頭、二人のコアスピーカーからの報
告によって、テーブルテーマについての
専門家に対しての視点提供と、個別問題
への解法を共に示したことで、参加者の
もつ二つの立場、つまり、職業人と同時
に障害の当事者ともなる個人、双方の情
報ニーズをある程度満たすことからスタ
ートした。即ち長年アメリカにあって、
つぶさにユニバーサルデザイン（UD）
の現地事情に触れてきた柳田氏からのさ
まざまな事例による解説は、この概念の
発祥地における“さすが！”を感じさせ、
バリアフリーデザイン（BF）の見方にひ
とつの新境地を映しだした。とりわけ印
象深く感じられたのは、UDの原則にあ
る“公平な使用”にのっとり、BFへの配
慮が特別な人への付加条件としてではな
く、健常者に対しても積極的な利用価値
を提供していることであった。替わって
石井氏から語られた、重度の障害を持つ
高齢者の排泄に焦点をあて、残存能力を
支援する自助具開発の経緯と使用例は、
UDあるいは共用デザインへの過剰な期
待から生じがちなユートピア性を指弾す
る、人間の尊厳にふれる切迫感が溢れて
いた。
二人の報告者の立場を、単に“共用の
文化・カスタムメイドの文化”として、
併置的もしくは、共存的認識の中に受容
する限り、論議の交錯は生まれそうにな
い。コーディネーターのもくろみとして
は、二つの立脚点を互いに照射し合うこ

共存から融合へ
長島純之 E&Cプロジェクト副会長



なりかねない。
・パソコンがホームユースになると、
子育てが終わった主婦にとっては新たな
生き甲斐となるケースが多いが、前に行
けない人も結構いる。 マルチメディアに
適応できない、情報が受けられない、い
わば新しい形の情報難民とでもいった社
会的弱者の出現が予想される。
・本当のマルチメディア社会といえる
時代はもうすぐ先、10年以内にくると思
える。現在は混沌の時代で、バブルがは
じけたように経済的パニックがやってく
る。今はバブルの8合目あたりか。
・人生3万時間をいかに使うかである
が、マルチメディアで時間・空間を越え
て便利になった反面、パソコンを使うと
いうことで時間の無駄使いも結構してい
る。今のホームページは二流以下のもの
が多く、欲しい情報になかなかたどり着
けない。
・マルチメディアを代表するパソコン
通信とか、インターネットは、一人一人
が放送局となり得る。そうなると、水準
の低いのを排除するというよりは、淘汰

マルチテーブル分科会�
マルチメディア社会の光と陰
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Lights and Shadows of Multimedia :
BARRIER-FREE MEDIA COMMUNITY
From the point based on social design, positive
and negative elements brought forth by the
multimedia society have been discussed. The
following are the main points:a) When we
reconsider beauty and the cultural aspect of
beauty, history, thought and design, we begin
to understand what is important. b) It is a wel-
coming factor that we’ll have more option for
selection due to the advancement of digitaliza-
tion technology, but will we be able to come
across a really suitable channel for us? Mature
and substantial programs are anticipated.
c) Emergence of so to speak "information
refugees" who are unable to cope with multime-

dia society, or have no access to information is
anticipated. A real multimedia society is just
around the corner, but right now we are in an
era of confusion. Thanks to the trend of multi-
media we are enjoying various conveniences
regardless of time and space, however, on the
other hand we may be wasting more time now
than before by using personal computers. We
cannot easily obtain the information we really
want at the current level of the home page con-
tents.
By the use of computer communications or
internet each one of us have the potential to be
a broadcaster. Therefore we have to take an
attitude of waiting for an appropriate time when
information of an inferior nature would be

washed out, rather than forcibly eliminating
them. There is also the possibility of having
new types of crime evolve by the use of this
media.
Yuji Nakahara / Director of Forum for Agreeable Living
with Intelligence, Communiation & Electronics

仕事であれ、趣味であれ、何らかの形
でマルチメディアにどっぷり浸かってい
るメンバー8名（うち女性が3名）の熱い
討議がつづけられた。マルチメディア社
会のもたらした光の部分と、陽のあたら
ない陰の部分に、ソーシャルデザインと
いう視点で縦横に切ったが、主な論点を
いくつかあげてみる。
・マルチメディアを構成するネットワ
ーク・コンテンツ
・端末を社会環境の変化を視野に入れ
て、科学、技術、経済性といういわば設
計分野のデザインと、美とか歴史・思想
といった文化面のデザインの関係を考え
ると、何が重要かが見えてくる。
・特に技術面ではデジタル化がすすみ、
選択の幅が増えるのは喜ばしいが、果た
して本当に自分が欲しいチャネルに出会
えるのだろうか。何よりもコンテンツの
充実が望まれるところだが、国民性かど
のチャネルも野球ばかりといったことに

されるのを待つという姿勢がいる。もっ
とも問題なのは、発信すべき情報を持っ
ている人が発信せず、発信する人に空っ
ぽなのが多い。
・新しい犯罪が出現する予感がある。今
朝の新聞にもパソコン通信の掲載責任が
あったが、数字情報などただで使われるケ
ースがあり、モラルの欠如と、著作権とい
う法体制が時代に合わなくなっている。
最後に水野総括プロデューサーから、

「21世紀にはバリアフリーの時代がくると
いわれるが、マルチメディアに入っていけ
ない層、つまり新たなバリアが出現する。
そういうことを想定したデザインが必要
となってくる。」という示唆を戴いた。

■参加者
生澤　尭　　三井物産（株）
黒羽史子 （株）ザ・アール
佐藤　豊　　日本経済新聞社
馬場璋造　 （株）建築情報システム研究所
水野　元　 （株）日立製作所
吉田いち子　サンケイリビング新聞社
両方敦子　 （株）シード・プランニング

バリアフリーなメディア社会を
中原悠司 住宅情報化推進協議会

科学／技術�

経済性／市場性�

マルチメディアとデザインの関係�

美・思想�

シナリオ，VISION

設計�

文化�

環境�

コンテンツ�

端末�

ネットワーク�
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・ユニバーサルデザインにも適用の限界
がある。
3. 柔らかい道具、硬い道具
・硬い道具は精度が出せることがメリッ
ト。
・車椅子は日本的でない。電動座布団は
よいか。
・柔らかい道具をつきつめて行くと人工
筋肉が必要になる。
・機能面での柔らかさということはソフ
トウェアで対処できる。
4. 道具のリタラシー
・タッチパネルの使い方が分からない。
年齢の問題？
・公共空間の自動機にはサービスの原点
に立ちかえる視点が必要。
・歯医者の椅子も患者がリラックスでき
ることを重視するとよくなる。
・ＡＴＭも技術の過渡期ではないか。
・今のＯＡ機器は選ばれた人間のための
道具を作っているのではないか。
・技術が進歩して使い手と作り手の気持
ちが食い違うことが増えた。
5. 五感を活用したインタフェースデザイ
ン
・五感の感覚が鈍ってきているのではな
いか。
・音をインタフェースにとり込むことに
今は関心を持っている。
・触感はもっと活用できる、マウスでも
力覚をフィードバックできる。
6. もっと道具は面白くならないか
・家庭内機器の進化はキッチン、トイレ、
風呂、次は寝室か。
・機器が進化するにはいろいろなものか

マルチテーブル分科会
インタラクティブデザイン―五感の新たな総合

ソーシャルデザイン
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Interactive Design — New integrity of five senses :
ESTABLISHING SYSTEM ASSESSMENT
As the intensity and complexity of artificial envi-
ronments develop, speciality fields in design
multiply in an effort to fulfill user’s needs. A sys-
tem which collaborates with users in the
process of creation is sought. For this system
to be successful, this table’s discussion was
based on the underlying theme of the design-
er’s thoughts, mechanism, and framework.
1. Problem of designs in a closed process: A
close-knit relationship between design and
society should be strengthened. Designers
should be open to feedback from users.
2. Designs fitting the human body: Physical
comfort for people with different physiques,

postures, etc, should be taken more into con-
sideration in designs.
3. Soft tools and hard tools: The merits of hard
tools are their high precision. Because soft
tools are imprecise, the user would be required
to have perfect muscles to obtain precision.
4. Literacy of tools: Design of automated
machines in public areas need to return to the
basic viewpoint of "service." Are the present
OA hardware tools made for selected people?
Conflicting feelings of users and creators seem
to be rising as technology advances.
5. Interface designs with the application of the
five human senses: The five senses seem to be
weakening. We can take sound into interface
designs and more application of the sense of

touch is possible.
6. Can tools be more interesting?: To see
progress in hardware, we need an antennae to
catch signs from our surroundings and trans-
form them into a design.
Based on the fact that we live in times where
tools and the environment interact with human
beings as a system, discussions from the view-
point of "interactive system designing" are
needed. An objective assessment method on
the process of system designing and a method
to feed the assessment results back into
designs are sought. Establishment of system
assessment is an important issue to be contin-
uously discussed.
Ryuichi Iwamasa / GK Tech Inc. System Architect

はじめに

人工環境が高度化複雑化してくるにし
たがってものの設計に関与する専門領域
は拡大するばかりである。ユーザーも加
えた「もの」を創生するコラボレーショ
ンのしくみが求められる。その中でのデ
ザイナーの役割に関しての議論が求めら
れている。マルチテーマフォーラムの多
くのテーブルでもとりあげられていた議
論であると思う。コラボレーションを成
功させるデザイナーのマインド・しか
け・枠組みに関する議論がこのテーブル
でも底流をなしていた。
以下発言をピックアップした。（発言

者名をスペースの関係でやむをえず省略
いたしました。）
1. クローズドプロセスのデザインが問題
・デザインが社会との関係をもっと強く
持つべき。
・作り手が使い手からのフィードバック
をしっかり受け止める必要がある。
・デザイナーが閉じた世界で仕事をして
いるのが問題。同様に工学の世界でも
同じ。
2. 人間の肉体にフィットしたデザイン
・もっと肉体の感覚がデザインで重要視
されるべきではないか。
・今までは人間工学的標準値でデザイン
して事足りていた。
・もっといろいろな人（椅子でいえば体
型や座り方）があることを前提にデザ
インすべき。

らのサインを複合し理解するセンサー
が必要になる。

結語

コーディネーターの準備不足でインタ
ラクティブデザインという言葉を今回は
言葉の定義をあいまいなまま進めてしま
った。その結果、テーブルの議論がポイ
ントを絞れず発散気味であったことを反
省している。
道具・環境がしくみとして人間との対
話性を持ち始めたという時代認識を背景
に、「インタラクティブシステム・デザ
イン」という観点での議論をつめるべき
であった。システムをデザインしていく
プロセスでの客観的な評価手法、および
それをデザインにフィードバックしてい
く手法が求められていることを強く感じ
た。システムアセスメントというべきも
のを確立していくことが今後の大きな課
題であろう。

■参加者
大村芳峰　 (株)高山
山崎信寿　　慶応義塾大学理工学部
高生加英樹　キヤノン(株) 
伊坂正人　　日本デザイン機構

システムアセスメントの確立を
岩政隆一 システムアーキテクト



合理的なシステムデザインの問題という
よりも、私たち一人ひとりが社会／環境
のなかの「分（ホロン）」として、他者
や全体とどのような関係性をもち、どの
ようなワークスタイルを創りあげていく
か、という問題に接続しており、その点
において広義のボランタリーエコノミー
や“友愛の経済”思想など、労働観や仕
事論、生活産業論の根幹に関わる論点と
いえる。その観点から、近年のネットワ
ーク型プロジェクトの先進例としてのボ
ーイング社の"working together"のコンセ
プトや、日本のQCサークルの意義が再検
討されたのも収穫であった。また、トー
タルなヒューマンエコロジーの問題とし
て、「人間」というファクターを考慮に
いれた（その余地を残した）デザインの
重要性が確認され、現代のシステムのブ
ラックボックス化／自動化の問題点、コ
ミュニケーション回路としての「五感」
を解発するデザイン、「道具」―「人間」
―「環境」の三位一体性が検討された。
ともあれ扱うべき論点は多岐にわた

り、短時間で掘り下げるには無理のある
主題ではあったが、少なくとも「デザイ
ン」の概念を社会制度や産業／経済シス
テムの本質に関わる次元で再定位する必

マルチテーブル分科会�
ソーシャル・コミュニケーション・デザインの提唱

ソーシャルデザイン
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Proposal for Social Communication Design :
REORIENTATION OF THE CONCEPT OF DESIGN
AROUND A SOCIAL SYSTEM
This table’s main theme is "Individual Freedom
and Social Harmony" or "Integrating Ecology
and Economy." And we looked into various
holonics network fields, which I believe serves
as the key to realizing the theme. The fields are
automobile traffic, energy (lifeline), industrial
production process, waste/recycling, and
bank/financial systems.
Examples which are cited as paradigm for
"new regional industry design" are, experiment-
ing with a new automobile traffic system utiliz-
ing methane gas from the sewer as fuel
(Sweden), and a zero-emission life industry

network uniting dairy farming and a local beer
brewery with the tourism/resort industry
(Hokkaido). These examples set future
prospects for us and are connected to the
problem of what kind of relationship each one
of us should have with others and the entire
mass as a "holon" of society/environment, and
be able to create a new working style. In this
respect, this problem is basically questioning
our concept of labor, jobs, and life industry.
Also, when looking at the human ecology prob-
lem as a whole, we confirmed that "human
beings" play an important role in design. And in
relation, we discussed the black box/automa-
tion of today’s systems, designs which develop
the five human senses as a communication cir-

cuit, and the trinity of tools-human beings-envi-
ronment. I believe this was an opportunity to
confirm the need to reestablish the concept of
design at a level that is in relation with the
essential qualities of social and industrial/eco-
nomic systems.
Shinichi Takemura / Associate Professor, Tohoku
University of Art and Design, Cultural Anthropology

このテーブルの主題は、事前のレジュ
メに詳述したように「個人の自由と社会
的調和」、あるいは「エコロジーとエコ
ノミーの統合」であり、それを実現する
鍵として特にホロニックなネットワーク
の応用可能性を自動車交通、エネルギー
（ライフライン）、工業生産プロセス、ゴ
ミ／リサイクル、銀行／金融システムと
いった多様な分野で具体的に検討してみ
ることであった。
この主旨での竹村真一による基調報告
を受けて、特別講師の赤池学氏から、そ
うした考え方を「新たな地域産業デザイ
ン」のパラダイムとして生かしている内
外の事例が紹介された。特に下水からの
メタンガスを新たな燃料として利用する
自動車交通システム（スウェーデン）の
試みや、酪農と地ビール醸造業と観光／
リゾート産業を循環的に結びつけた「ゼ
ロエミッション」の生命産業ネットワー
ク（北海道）の例などは、私たちに大き
な展望を与え、参加者も交えて熱のこも
った討論が展開された。これらは単なる

要性を確認するきっかけにはなったと思う。

■参加者
赤池　学　ジャーナリスト　
田中基嗣 （株）イナックス
田村国昭 （株）博報堂
西村澄夫 （株）岡村製作所
三澤純子 （株）ＮＥＣデザイン
水野誠一　東京クリエイティブ理事長

デザイン概念の再定位を
社会システムの次元で
竹村真一 東北芸術工科大学助教授、文化人類学

（マルチテーマ・フォーラム終了後の懇親会より）



マルチテーマ・フォーラム　総括パネルディスカッション
ソーシャルデザイン展開のアクションプログラム作成へ

ソーシャルデザイン

ルデザインなのか」の根本概念を明確に
しておく必要がある。私は単純化して次
の3つ位の側面があると思う。
�今までの「単体」としてのモノのデザ
インから、トータルな「システム」への
モノのデザインへ。これは水野氏と同様
です。
�デザインという世界が、自己完結的な
プロフェッショナルとして、職業として
成り立っているという幻想（と言い切っ
てしまっていいのかどうか分からない
が）。そうではなくデザインは社会関係
とか環境問題、資源や産業その他の問題
をコーディネートして行く。つまりデザ
インという自己完結的な分野があるとい
う概念そのものを解体していく方向だろ
うと。
�「脱・人間不在のデザイン」。デザイ
ンだけが人間から遊離して一人歩きして
しまう可能性に対して、やはり人間とい
うファクターを組み込んだデザインへ
と。これはデザインの問題だけではなく
科学・技術全体がその方向へ来ていると
思う。
以上の3つの方向性の具体的な背景を

考えると様々な問題が見えてくる。（中
略）個人の自由と社会全体の問題、ある
いはエコノミーとエコロジーをどう両立
させるか。こうした部分を緩やかなシス
テムで構築していくような可能性こそ
が、恐らく全分野にわたってソーシャル
デザインとして問われている問題ではな
いか。
水野：いろいろ重要なキーワードが提示
された。エコノミーとエコロジーは今ま
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Summarizing Panel Discussion
Making Action Plans for the Development of
Social Designs
An hour-long summarizing panel discussion
was held retracing the main theme of the
forum, "social design." This was endorsed by
the results of 14 table theme discussions which
were reported upon by the respective table
coordinators appropriately. Interest focused on
universal design and Asian designs and there
was an opinion from Mr. Zhu Zhong-Yan from
China concerning the packaging culture of
Japan. The discussion was concluded by
agreeing to work on action programs with this
forum being the starting line.

Notable comments from the discussion:
Mizuno: I was able to join each table discus-
sion and felt that the horizon of "social design"
was expanding beyond my expectations.
Takemura: We are heading towards dispers-
ing the illusion that designs are products of
self-conclusive expression. To prevent the pos-
sibility of designs being isolated from humanity,
we need to be even more conscious about
including "human beings" as an important fac-
tor of design.
The compatibility of individual freedom and
social problems is being questioned in social
design.
Mizuno: Several important keywords are pre-

sented. For example, it was thought that econ-
omy and ecology are in a conflict. But their
compatibility is being touted as a big theme for
social design.
Torigoe: Designs are the tangible results of
influences from an intangible world such as
trans-linguistic phenomenon. It only fatigues
the society when designs are merely piecing
together the educated guesses of a designer
on individual preferences.
Seiichi Mizuno / Chairman, Tokyo Creative Committee

Shinichi Takemura / Cultural Anthropologist

Keiko Torigoe / Soundscape Designer

総括パネルディスカッションは、14の
テーブルテーマ分科会で語られた内容と
関連を持ちつつ「ソーシャルデザイン」
の主テーマに立ち戻って水野誠一氏、竹
村真一氏、鳥越けい子氏（発言順）が討
論し、適宜テーブルコーディネーターか
らレポートが行われる形式で一時間行わ
れた。ユニバーサルデザインやアジアの
デザインへの関心が多く語られ、日本駐
在中の朱鍾炎氏（中国）からも日本のパ
ッケージ文化についての発言があった。
まとめとしては今日のフォーラムをスタ
ートラインにアクションプログラムを作
り発信・運動・行動へ繋げていこうと期
待が表明された。各パネリストの発言の
一部を紹介する。
■パネリスト
竹村真一　東北芸術工科大学、文化人類学
鳥越けい子　サウンドスケープ研究機構

音環境デザイナー
水野誠一　東京クリエイティブ理事長
（アイウエオ順）

水野：各テーブルを回ってみて「ソーシ
ャルデザイン」が予想を超えて領域が無
限に広がっていくと感じた。竹村氏のテ
ーブルテーマはソーシャルとデザインの
間にコミュニケーションを入れたソーシ
ャル・コミュニケーション・デザインだ
が、様々な要素を挿むことによってソー
シャルデザインが具現化して広がってい
く好例と言える。
竹村：随分豊饒な議論がなされたと思
う。これだけ多岐に広がり得るテーマで
有ればある程、最小限の「何故ソーシャ

で二律背反していくのが恐らく今後のデ
ザイン、ソーシャルデザインの大きなテ
ーマだと思う。今、大競争時代と言われ
ているが、共に創る「共創」という概念
が大事だ。自動車でいえば安全設計とか
公害問題などの技術開発は一緒に知恵を
出し合って共創する。バランスのとれた、
二律背反を両立させていくアンビバレン
トな考え方がこれからの時代に大事だ。
鳥越：私は「デザインのパラダイム・シ
フトとデザイン教育」というテーブルに
参加した。今、エコノミーとエコロジー
の本来二律背反的なものをどう成立させ
て行くかの話が出たが、「教育」のテー
ブルでは、その点について更に言えば、
頭ではやれる論理では二律背反してはい
けないと言えても、それに増して、そう
することの実感・快感、本当に素直な
個々人の気持ち、それを善しとする、嬉
しいと思うといった「感性」の問題はか
なり語られたと思う。デザインは、ソー
シャルデザインであれ、ソーシャル・コ
ミュニケーション・デザインであれ、シ
ステムデザインであれ、言語を超えて何
かを実感した実体みたいなものから、あ
る程度色々な感覚を受けて展開してい
く。ロゴスとパトスで言えば完璧にロゴ
ス的には行けない世界であることも事実
なので、その部分の個々人の感性を頭で
無理して、エコノミーとエコロジーの統
一を図るライフスタイルをすると、疲れ
てしまっても仕方がない。その辺のとこ
ろは非常に示唆的な議論が「教育」のテ
ーブルでは沢山出ていたように思う。



ＪＤシンポジウム「デザインの国際貢献―難民のための居住環境」
1997年6月10日（火）於：東京国際フォーラム ホールD
主催：日本デザイン機構　後援：国際交流基金　協力：ボランタリー・アーキテクツ・ネットワーク
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Keynote Address :
PHYSICAL PROTECTION FOR REFUGEES 
- NEW APPROACHES FOR NEW REALITIES
*UNHCR’s mandate :
The protection of the rights of refugees lies at
the heart of UNHCR’s mandate. And those
rights include the right to a home and ade-
quate housing.The question of housing closely
relates to all three facets of UNHCR’s approach
to the refugee problem. Firstly, it relates to the
provision of shelter in situations of large-scale
influx and to the alleviation of the burden on
hard-pressed countries of asylum. Secondly, it
relates to reintegration of returnees in their
home countries and thus to questions of devel-

opment and reconstruction. Thirdly, as an
important aspect of human rights-violation of
which are the principal root cause of refugee
flows-it relates to the prevention for refugees.
*Environment-sensitive management of refugee
programmes : 
The challenges faced have been illustrated in
the Great Lakes region of Africa. This region
experienced massive influxes of over 2-million
Rwandan refugees. Rapidly growing refugee
concentrations of 200,000～300,000-people
were confronted with an acute scarcity of shel-
ter, of water and of land. The cutting of wood
for shelter and for cooking fuel threatened to
deplete scarce forest reserves, groundwater

resources were exhausted and the local popu-
lation was seriously affected. In the spirit of the
United Nations Conference on Environment
and Development, UNHCR has developed a
set of guidelines on environment-sensitive
management of refugee programmes. On the
short run, environmentally sound refugee pro-
jects may appear too expensive, and it might
be difficult to receive the necessary funds - but
it is a new approach for new realities.
*Sustainable Development:
Recently, emergency assistance programmes
in technologically and socially complex urban
areas present a whole new range of challenges
and require new expertise and the forging of

■プログラム
UNHCRの活動について

：長和 義雄（UNHCR補佐官）
基調講演：ウォルフガング・ノイマン
「難民のための居住環境
―新たな現実に対する新アプローチ」
パネルディスカッション

パネリスト：ウォルフガング・ノイマン
菅波　茂
坂　茂

コーディネーター：石山 修武

UNHCRの使命

今UNHCRの活動の対象となる難民の
数は2,400万人を超え、そのうちの60％が
国を追われた人で、国内難民、帰還者、
人道的な対応をしなければならない人達
などが残りの40％です。こうした難民の
権利を保護するのがUNHCRの使命です。
権利には適切な住居環境ということも含
まれ、居住に対するニーズに応えること
もUNHCRの大きな使命の一つです。難
民に提供する避難所（シェルター）は、
その傷跡を癒す安全の場、社会的回復の

場になります。居住に関連しUNHCRは
三つの対応をしています。一つめはホス
ト国に負担をかけずに大量に流入する難
民にシェルターを提供すること。二つめ
は、帰還した難民が自国の社会に溶け込
み復興開発することへの支援。三つめは
人権の問題。難民は人権を侵害され住居
を失うわけですから、それをどう防止す
るかです。
自然環境に配慮した難民支援

近年の歴史上かつてなかった規模とス
ピードで難民が生れ、国際社会、ホスト
国、国連にとって大きな課題となってい
ます。この課題をもっとも顕著に象徴し
ているのは約200万人以上の大量のルワ
ンダ難民をかかえたアフリカのグレート
レーク地域です。20万～30万の人達のた
めの収容施設を作らねばならず、深刻な
シェルター・土地・水不足に直面したの

ウォルフガング・ノイマン
／UNHCRシニアー・フィジカル・プランナー

基調講演「難民のための居住環境

―新たな現実に対する新アプローチ」



プロジェクトが高くつくという印象があ
るかもしれませんが、しかし、これが新
たな現実に対する新たなアプローチと言
うことになってくるのです。
持続可能な開発

今支援プログラムには、複雑な背景に
よる新しい課題が生まれていて、新しい
技術も必要になってきています。専門の
団体や、国際的なNGOとの地域社会での
新しいパートナーシップの形成も求めら
れています。ここに建築家、エンジニア、
デザイナーなどの創造性と経験を活かす
ことができるのです。
難民キャンプは人の住むところですか

ら、場合によっては10万人規模の大きな
町にも匹敵します。大勢の人がかなり長
いこと過ごすこともあり、長期的にコミ
ュニティーとしての役割を担う場合もあ
ります。しかし、恒久的なものとなって
はならないのです。難民が安全に威厳を
もって帰国でき、もとの社会へもどって
さまざまな貢献をすることが最終目的な
のですから。

JD SYMPOSIUM [International Contribution of Design―Physical Protection for Refugees]
1997.6.10 (Tokyo International Forum)
■organized by Japan Institute of Design ■sponsored by The Japan Foundation ■cooperated by Voluntary Architects’Network
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new partnerships (partnerships with profes-
sional societies and the international NGO
community willing and able to cope with the
challenges for technologically sound and eco-
nomically viable solutions). This is where cre-
ativity and experience of architects, engineers
and designers are in urgent demand. Refugee
camps are human settlements. In some cases
they reach the size of large towns accommo-
dating 100,000-people. In many instances they
have a multi-year history and acquire the char-
acteristics of long-term communities. Over and
above assistance to individuals, people trying
to rebuild their lives need forms of community-
based aid that link to sustainable development.

In seeking to link rehabilitation to reconstruc-
tion and sustainable development, UNHCR
recognizes the imperative need for joint action
with development agencies, financial institu-
tions, NGOs and bilateral development pro-
grams.
The basic principles of physical protection of
refugees: 1) Use longer term planning princi-
ples, even when the refugee situation is
expected to be only temporary. 2) Avoid very
large, undifferentiated and high concentrated
refugee camps. 3) Involve refugees in all phas-
es of camp planning and implementation to the
maximum extent possible. 4) Use bottom-up
planning approach.Start planning from smallest

social entities. 5) Develop a comprehensive
master plan. Decisions must be taken as part
of an integrated approach and in light of the
advice of experts and view of the refugees.
Experts may be experts in their respective
fields, but only related frequent field experi-
ence provides the expert with the capabilities
which is mandatory in emergency situations.
Developing the community planning should
start from the perspective of the needs, prefer-
ences, and traditions of the individual refugee
family. Developing the community layout in this
way is to yield much better results than begin-
ning with a preconception of the complete
planning and breaking it down into smaller enti-

です。シェルター用、燃料用の木の伐採
により森林資源が枯渇し、地下水も枯渇
するといった状況です。これは地元住民
にも大きな影響を与えました。
この地域の危機を改めて見ますと、適
切なキャンプ用地の確保が一番重要な問
題ということがわかります。しかも環境
的な保護の原則が守られなければなりま
せん。1992年の国連の環境開発会議の精
神をもとに、UNHCRでは難民問題におけ
る環境的管理に関するガイドラインを作
成しました。環境的要素を支援の冒頭か
ら要素に取り入れることが一番重要で
す。
支援活動には、いろいろなセクターの
関係者がそれぞれ違った意思決定で活動
しています。これを体系的に一貫した活
動にする必要があります。環境の問題は
その大きな要素となります。環境を含め
た調和のとれた計画をはじめから展開す
ることが、後になってより複雑な状況の
ためによけいにコストがかかることを防
ぎます。短期的には環境にやさしい難民

また支援は個人に対する支援というよ
りも、コミュニティーに対する支援が必
要です。長期的、短期的なさまざまな支
援を含めて、持続可能な開発に向けての
切り口が必要になってきます。リハビリ
テーションと再建そして持続可能な開発
へつなげるために、UNHCRはさまざま
な開発機関との連携活動が必要だと考え
ています。例えば地域のNGO、金融機関、
その他いろいろな開発プログラムと協調
することが必要になってきます。
難民保護の基本原則

最初の立地の決定は難民キャンプの将
来に非常に大きな影響を及ぼすもので
す。人道的な支援プログラムの効率に大
きな影響を与えます。このようなニーズ
に対応するためは新たなプロフェッショ
ナルなアプローチが必要になります。
基本的な原則ですが、難民の発生がた
とえ一時的であったとしても長期的な計
画の原則を用いるということです。キャ
ンプが高密度になること、画一的な巨大
キャンプになることを避けなければなり



るでしょう。しかし専門家はそれぞれの
分野では専門家なのですが、緊急の事態
に対処する技術は現場で見つけるしかな
いのです。
難民キャンプを計画する上で二つの異

なった状況が想定されます。一つは既存
の自然発生的なキャンプの再整備、二つ
めは新しいキャンプの計画です。デザイ
ン基準は新しいものであろうと、既存の
再整備であろうとまったく同じであるべ
きです。しかし基準は同じでも方法論、
アプローチ、タイミングは違ってきます。
コミュニティーとしての難民キャンプ

計画は各々の世帯のニーズや伝統的な
住居がどういうものであるのか、生活環
境としてどういうものが望まれている
か、などに基づいてコミュニティーを考
えることからはじまります。全体像から
はじめて各家族の区分を決めてゆくより
も、細部から始めて全体像を組みあげて
いったほうが、成功する確率が高いので
す。
長い間、難民キャンプは軍事キャンプ

のように組み立てら
れていました。80年
代後半から試みられ
ていることは、改め
てコミュニティーと
いった観点から難民
キャンプを作ろうと
いうことです。難民
キャンプは、異常時
においてもできるだ
け通常の生活が営め
るような設定が必要
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ties. The basic needs and assessment should
be gathered through discussions with the
refugees and others knowledgeable about their
society. It is important that the needs and the
role of women are taken into account in site
planning. In many rural societies, women are
responsible for the construction of shelter/
housing, for its maintenance, the building
materials and fuel for cooking. Provision of
shelter, shelter materials refugee housing
should be culturally, socially and climatically
appropriate and familiar. Shelter must provide
a minimum of protection from rain, sun, dust,
wind, from the cold or heat, give space to live
and store belongings, provide privacy and

emotional security. We can cite the Iran/Afghan
national border area camp as an example
where refugees participated in building their
own shelters. The dome-shaped shelters were
made by earthen bricks. This will be a new
approach where specialists and experts reach
out to cooperate in building shelters with
refugee participation. UNHCR is extending aid
to the refugees. This activity has similarities
with aid activities which occur after natural dis-
asters. They both require help from specialists
and experts in prevention, aid after the inci-
dent, and rebuilding.  Please extend help to
those who have lost their country and homes
as specialists in design and architecture.

Wolfgang Neumann / Senior Physical Planner, Programme

& Technical Support Section, UNHCR

ません。また難民の人達が参画し、一緒
に考え、できるだけ彼等の欲求を取り入
れて実施して行くことが重要です。ボト
ムアップ、社会での最小の単位すなわち
個人のレベルから始め、家族の単位へと
上に上げていくアプローチが必要です。
さらに難民が増えたときの拡張区域をあ
らかじめ考えること、帰国再建までの永
続性ある解決ができるかどうかなどの包
括的なマスタープランづくりも肝要で
す。
そして何か決定を行う場合は統合的な
アプローチの一環としてそれを行い各分
野の専門家の助言や一般の意見も参照す
る必要があります。専門家の意見の必要
な分野としては、水文学、測量、フィジ
カル・プランニング、エンジニアリング、
公衆衛生、環境学、人類学なども含まれ

です。また難民の人達はどのような社会
組織から来たのか、都市、郊外、遊牧民、
放牧民なのか、そういった要素をすべて
このキャンプの中にあてはめていかなけ
ればなりません。こういったような基本
的なニーズや評価は直接難民と話し合
う、またはその社会についての知識のあ
る人を通じて行います
キャンプは女性や子供主体の世帯が多
くなります。多くの社会では女性がシェ
ルター／住宅の建設を担っています。調
理用の燃料を調達するのも女性だという
社会もあります。こうした女性のニーズ
や役割を充分に用地計画の中に当てはめ
てゆく必要があるのです。
難民キャンプでは充分な衛生計画が必
要になってきます。ごみの処理も緊急時
の初期から計画しておかねばなりませ
ん。また事務棟なども多目的サービスの
ために必要になってきます。こうした緊
急目的のために作られた施設を後で学校
や他のコミュニティーの施設として使う
ことも可能になります。
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面などです。
このシンポジウムの後で、皆さんから

も専門家としてのご意見をいただき
UNHCRを支援していただければ幸いで
す。実際今までのところ協力して下さっ
ている専門家の98％は日本以外の西欧の
国の人達です。私がここへまいりました
目的の一つは専門家の方々の注意を喚起
し、是非難民の方々に援助の手を差しの
べていただきたいからです。私たちが今
必要としているのは支援者の輪を広げて
行くことなのです。

Wolfgang  Neumann
1941年生まれ、ドイツ国籍。ベルリン美術工科大学卒業。
建築家、ルイス・カーン事務所（米）、ハンス・シャローン
事務所（独）、ベルリン工科大学助教授等を経て現在、国連
難民高等弁務官事務所（UNHCR）ジュネーブ本部計画運営
支援部シニア・フィジカル・プランナー。
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ABOUT UNHCR ACTIVITIES
UNHCR has extended its aid to more than 2.7
million people worldwide. If people being
forced to become refugees within their own
country were included, the number totals about
50 million (1994). UNHCR extends its aid
through activities such as "constructing refugee
camps and shelters," by providing "food," "daily
paraphernalia," "water," "sanitation," "medical
care," "transportation and traffic," and provides
"education" and "support for women" to encour-
age their self-reliance.
In Japan, the general image of refugees is "piti-
ful people." However, they are "Earthians" just
like us. We need an extended period of time
and more effort to solve problems concerning
refugees. We dearly need the practical knowl-

edge and experience of experts to improve the
comfortableness of refugee camps.
Yoshio Nagawa / Senior Administrative Assistant,
UNHCR (Branch Office in Japan)

シェルター、素材の準備、供給
私たちの作業はシェルター及び材料を

提供することです。難民の住居は文化的
にも社会的にも構造的にも適切なもので
なければなりません。シェルターは雨、
風、太陽、埃、寒さ暑さから人々を守る
ためのものです。イラン、アフガンの国
境地帯の例は理想的なプロジェクトの一
つです。この住居は泥の煉瓦をドーム上
に積み上げてできています。この素晴し
い点は、これらの建造物は直接難民が参
加して作り上げたということです。
UNHCRでは人道的立場から難民の救

援を行ってますが、自然災害後の救援活
動などとは、非常に共通の項目がありま
す。具体的には予防や、準備をすること、
何かが起こった時の状況の緩和、対応、
救援、影響の調査、それから再定住、社
会復帰そして再建といったいろいろな側

UNHCRの活動について

長和義雄／UNHCR 駐日事務所　補佐官

1994年に難民などの UNHCRの援助対象
者数は世界で2,700万人以上、さらに自国
内で避難民となっている人々を合計する
と地球上で約5,000万人が避難を強いられ
ています。UNHCR では難民のために
「難民キャンプと避難所の設営」「食料供
給」「生活用品」「水」「衛生」「医療」
「輸送・交通」、そして自立をめざしての
「教育」「女性への支援」などの援助活動
を行っています。
日本で難民というと「かわいそうな

人々」という印象が一般的です。しかし
彼らは我々と同じ「地球人」です。難民
問題の解決には多大な時間と労力がいり
ます。カンボジア難民が自国に戻ること
ができたのは15年後です。その間キャン
プ生活を余儀なくされていました。難民
の8割が女性と子供です。先進国の子供
はキャンプが大好きですが、難民の子供
は大嫌いです。キャンプは彼らが育ち、
教育される生活の場です。UNHCR が支
給するブルーのシートのテントは決して
住み心地がよくありません。この居住性
の向上にむけ現実をふまえた専門家の知
恵が必要なのです。



くまでも臨時のもので、永住はできない
という限界を知っておかなければなりま
せん。ともあれシェルター個々の設計の
問題と、キャンプ全体とのハーモニーに
デザイナーとしての仕事があると思いま
す。
坂：(ｽﾗｲﾄﾞ)阪神大震災のときにビールケ

ザイール・ゴマのルワンダ難民キャンプ

JD SYMPOSIUM [International Contribution of Design―Physical Protection for Refugees]
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PANEL DISCUSSION: INTERNATIONAL CONTRI-
BUTION OF  DESIGN FROM JAPAN
Ishiyama (moderator): The panel discussion
members are Mr. Neumann, keynote speaker,
Dr. Suganami, who is the representative of
AMDA and also involved in international NGO
activities as a doctor, and Mr. Ban, who is mak-
ing a proposal to UNHCR concerning building
shelters using paper tubes.
Suganami: I would like to address problems
concerning shelters and support. Children and
babies develop pneumonia during rainy sea-
sons from cold and humidity in shelters that
just provide "roof-over-the-head." The quality of
shelters are closely related to health problems.
There was an outbreak of cholera because toi-

let sewage flowed into a lake that provided
drinking water. There is friction between the
locals and the increasing influx of refugees on
issues ranging from food shortage, patients
outnumbering capabilities of hospitals, and
unemployment. We need to consider the con-
sequences of people outside the camps.
Ban: We built 30 shelters and a church using
paper tubes on beer case infrastructure after
the Great Hanshin Earthquake. When I saw a
picture of Rwandan refugees shivering in cold
on newspaper, I sent paper tube construction
material information to UNHCR hoping it will
help in building shelters. But the idea was not
accepted because it did not meet the require-
ments for UN shelter. But trees are cut down to

be used for props of shelters, causing environ-
mental problems. So I suggested the use of
paper tubes for props, when I had the opportu-
nity to work with Mr. Neumann.
Mr. Neumann is the only refugee housing
expert at UNHCR, and we need more help from
other housing specialists. The Japanese are
still unfamiliar with problems surrounding the
refugees and are short of practical approaches
towards them. We need more helping hands of
experts.
Ishiyama: Among the necessary facilities in
building shelters after a disaster, I think the pri-
ority should be given to facilities to be used by
medical care personnel. We are considering a
medical unit installed with wind power genera-

石山(ﾓﾃﾞﾚｰﾀｰ)：基調講演者のノイマンさ
ん、医師として国際的なNGO活動をされ
ているAMDA代表の菅波さん、紙管によ
るシェルターづくりをUNHCRに提案さ
れている坂さんというメンバーでパネル
ディスカッションを行います。始めに菅
波さん、坂さんからそれぞれの活動の紹
介とノイマンさんの基調講演に対する感
想などをお願いします。
菅波：AMDAの活動を紹介(ｽﾗｲﾄﾞ)しなが
らシェルター（避難所）や支援に関わる
問題点を挙げてみたい。①ビルマの雨露
をしのぐだけのシェルター。雨期には湿
気と寒さで乳幼児が呼吸器をやられ肺炎
にかかる。シェルターは健康問題と密接
に結びついている。②ルワンダ、ゴマの
キャンプ。岩盤上のためトイレが掘れず、
汚水が飲料水をとっていた湖に流入しコ
レラが発生してしまいました。③サハリ
ン地震の被災者テントと簡易クリニッ
ク。アジア・アフリカと違い、旧社会主
義国は医者・看護婦を十分に養成してい
たので、スタッフが充実している。④ネ
パールへ流入したブータン難民のキャン
プ。難民の流入による人口増のため、食
料不足、病院の過密化、就職難など地元
民との軋轢が生じている。キャンプ外の
人への配慮、ローカルNGOの協力が必要
です。
UNHCRの機能には、キャンプ以外の

ところには及ばないということ、またあ

ースの基礎に紙管を使って30軒のシェル
ターと教会をボランティアの学生たちと
建てました。今でも使われています。新
聞でルワンダ難民の寒さに震えている写
真を見たときにショックを受け、シェル
ターに役立てばと、紙管の建築の資料を
UNHCRに送ってみました。はじめは

パネルディスカッション

日本のデザインの国際貢献

「紙の教会」神戸市長田区の鷹取教会　�HIRAI

ボランティアによる「紙のログハウス」建設風景サハリン被災地での簡易クリニック　�TUNEYOSHI

ミャンマー難民仮設キャンプ　�TUNEYOSHI 紙の難民用シェルター・プロトタイプ
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tor, solar battery or such where Japanese high
technology excels in, and a unit compact
enough to be transported by air.
Also, "Hiroshima-Cambodia Exchange Associ-
ation" is planning to establish "Hiroshima
House," an institution which serves as a hospi-
tal and temple, and we are cooperating in this
project.
Suganami: Also among AMDA activities are
emergency humanitarian aid, health guidance,
and family planning guidance for refugees, in
cases of disasters and outbreak of contagious
disease. Time is a crucial element in emer-
gency aid. In cases of natural disasters, aid
must reach the site within 72 hours after the
event. Otherwise, the effectiveness of the aid
diminishes. In the case of refugee problems,

since people gradually flee their country prob-
lems arise when the influx of refugees surpass-
es a certain number, and this means it takes
more than a week for problems to surface.
We should not forget that the local population
knows the local situation best. It is very impor-
tant to cultivate human network with local peo-
ple prior to contingency.
People who receive aid have self-esteem. It is
essential to have a program that fulfills their
feeling of being needed. In preparing such a
program, we need knowledge on local religion,
culture and sociology. And it is backward to
think that old technology is sufficient for the
refugees who are often from developing
nations. That will not bring progress.
Ban: In aiding the refugees, it is important to

start where you can. And a plan in mind is not
always practical. It is necessary for aid project
teams to be on the site, know the reality, meet
people, and establish human relationships.
Ishiyama: How do you see the problem of dan-
ger?
Suganami: There are dangers. But there is an
organization for young people called Junior
Professional Organization (JPO) where  they
can accumulate experience at sites as UN
staff.
Neumann: There are dangers even in every-
day life. Refugee camps are not easy places,
but health dangers are bigger than militaristic
dangers. But if you are being dispatched as a
professional, you must be able to handle those
dangers.

「要らない」という返事でした。シェル
ターには想像以上の条件がつけられてい
たのです。1軒あたり30ドル。いいもの
を与えてしまうと定住してしまうので、
必要最低限のものしか与えてはいけな
い。「かわいそう」という発想だけでは
リアリティーからかけ離れていたので
す。その後、シェルターの支柱などに周
辺の木が大量に使われており、森林伐採
が問題になっており、その支柱に紙管が
使えないかと視点を変えたところそれが
採用され、UNHCRのコンサルタントと
してノイマンさんと一緒に仕事をする機
会を得ました。
難民の居住に関するUNHCRの専門家

はノイマンさん一人だけで、専門家不足
のため、多くのプロジェクトが滞ってい
ます。また協力スタッフは96%が欧州人
ということで、日本の専門家の協力がいる。
日本人はまだこうした問題に疎く、どう
アプローチしたらいいか解らないでいる。
今日がその機会になればと思います。
石山：日本デザイン機構と早稲田大学理
工学総合研究センターと私の研究室の共
同でライトインフラストラクチャーの研
究開発をしています。(ｽﾗｲﾄﾞ)災害時のた
めの居住環境ということで、菅波さんに

お会いし、まず必要なのは医療関係者に
使っていただく施設だと考えました。航
空機などでどこにでも持ち運びができ、
風力発電やソーラー電池など日本の得意
なハイテク技術を組み込んだ医療用のユ
ニットを検討しています。高額なものに
なりますが、難民を含めた災害時の居住
という問題に対しては、経済的、技術的
に集約したものを提供すべきと考えてい
ます。モンゴルの移動住居でも、今では
風力発電、衛星通信のアンテナを通じて
のNYの株式市場のデーターを受信する時
代なのですから。
また「広島－カンボジア交流会」がプ

ノンペンに「広島ハウス」という病院と
お寺のミックスしたものをつくろうとし
ています。その建築に協力していますが、
内容は広島の原爆やポルポトの虐殺の展

示です。この仕事を通じて思ったことは、
デザイナーや建築家は急務の支援もあり
ますが、現在のプノンペンのように状況
が緩やかな安定をみせたときにさらなる
本領を発揮できるのではないかと。
菅波：AMDAの活動には、難民・災害・
緊急感染症に対する緊急人道援助とルワ
ンダやフィリピンで行っている健康指導
や家族計画指導があります。緊急援助で
は、時間の要素が大きい。自然災害の救
助の場合、72時間以内に現地に入らない
と効果が薄れます。難民の場合は徐々に
人が逃げ、流入人口が膨らんだときに問
題がおきるため、問題発生までに1週間
以上かかります。
また現地のことは現地の人がいちばん
よく知っています。予備知識なしに現地
入りしても役に立ちませんから、普段か

シンポジウム当日、会場にて展示された「可動式エネルギー供給施設と病院」の模型

カンボジアの広島ハウス　�SHINKENCHIKU-SHA



ります。難民キャンプは楽な所ではない
が、軍事的な面というよりは健康上の危
険の方が大きいのです。しかしプロとし
て現地に赴く以上は、その危険も処理し
なければならないでしょう。ともかく若
い人は現場に必要です。若い日本の専門
家と仕事をすることには大いに関心があ
ります。難民問題を理解したい、そして
その問題解決に自分の時間を割きたいと
いう人を求めています。
UNHCRは開発ではなく短期的な支援

という緊急時の問題を扱っています。緊
急支援の初期段階でデザインや建築のプ
ロの役割は大きい。また技術的なスタン
ダードをつくることに拘泥してはいけな
い。その場その場に即して考えることが
重要で、それは必ずしも原始的な技術と
いうことではありません。アフリカでは
シェルター1軒に40～60ドルしか使えま
せん。欧州では隣接国の援助で3000ドル
使える例もありますが、例えばドイツで
は国内に難民が流入するよりも寄付の方
が負担が少ないと考えています。こうし
た政治的な問題も理解しなければなりま
せん。
坂：教育の問題もからんでき
ます。菅波さんの活動でも、
石山研究室から学生を送ろう
という場合でも、これからは
支援人材の教育ということを
考えなくてはならないと思い
ます。
石山：ある種エリートでもあ
る、よいプロ、よいデザイナ
ー、よい建築家などであれば、
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UNHCR is handling short-term aid during
emergencies and does not attempt to develop
a country. Therefore, you should not be con-
cerned about setting a technological standard.
It is important to work out each case as it
comes.  And this method should not necessari-
ly be called primitive technology.
Ban: Education will be involved too. It is
inevitable to consider education for aid project
personnel.
Ishiyama: Would a good designer or a good
architect also be a good aid project worker?
Neumann: Architects are well versed in han-
dling various parameters. They can quickly
grasp a big picture of complicated conditions
and create accordingly.
Suganami: There are those who panicked and

left. Those who felt their initial experience was
a burden, those with awkward pride in them-
selves, or those with a firm sense of mission.
You need to understand the sense of values of
the receiving end,  accumulate experience,
and you will gain a new intelligence by evaluat-
ing your experience.
Ban: I recall very well the phrase "self-adver-
tisement is obsolete in Kobe." I agree, for
through my experiences in the relief activity,
thoughts concerning self-advertisement no
longer lingered in my mind.
Ishiyama: Mr. Suganami, could you explain
what you mean by the self-esteem of the
receiving end?
Suganami: I believe there are only three kinds
of human relationship. They are friendship,

sponsorship and partnership. "Thank you" is
directed differently in each relationship. In this
case, it is important to be in a partnership rela-
tionship with the receiving end with respect
and trust.
Ban: In the future, Asian thinking may play a
bigger role, but the current European NGO
approach, a rather army-like style, is speedy
and effective during emergencies. We need to
learn from each other.
Neumann: The fundamental rule is to have
love and to be able to share and symphethize
with those in great despair and to extend
humane care.
Question: Should we make housing materials
on site or take end products to the site and
teach the local people how to make them?

ら現地の人々(ローカルNGO)とのネット
ワークが大事になってきます。
国際社会では善意だけではダメです。

誰でも他人の役に立ちたいという気持ち
はあります。その気持ちの前には国境や
文化は関係ありません。しかし援助を受
ける側にもプライドがあるのです。援助
を受ける人たちが必要とされている、と
いうプライドを満足させるプログラムが
肝要です。そこに宗教、文化、社会学な
どの知識が求められます。また難民は途
上国の人だから技術的に遅れたものでも
いいという考え方は逆です。それでは進
歩がありません。ネットワークとイノベー
ションで緊急人道援助は進んでいきます。
坂：難民支援には組織が必要で、そのた
めのグループづくりをはじめています
が、先ず自分にできるこをやっていくと
いうことが大事。そうする中で人との出
会いがあり、つながりができてくる。ま
た頭だけで考えていると現実から離れて
しまう。支援プロジェクトには、現場に
行き、現実を知り、そこで人と出会い、
人間関係を作っていくことがいると思い
ます。
石山：グループで難しいのは、自分の代
わりに他の人を送ろうというとき、例え
ば学生を危険なところにはなかなか送れ
ない。危険という問題をどう考えますか。
菅波：危険はある。しかしジュニア・プ
ロフェッショナル・オーガニゼーション
(JPO)という若い人向けの組織もありま
す。若者が国連スタッフとして現場経験
を積むチャンスがあります。
ノイマン：危険は日常の何処にいてもあ

難民問題の取り組みにも優れているので
しょうか。
ノイマン：建築家は色々なパラメーター
を扱い慣れている。複雑な条件を手早く
総合的に把握し、その条件に合ったもの
をつくることができます。またチームで
の仕事や管理などにも適しています。
菅波：AMDAの活動に参加した人たちに
も、パニックを起こし帰ってしまった人
がいます。彼らは、はじめての体験が負
担になった人、変なプライドがある人、
変な使命感のある人です。
現地では誰と組むか、UNHCRなのか

他の組織なのかで戦略が違ってきます。
そうした上で、援助を受ける側の価値判
断を理解すること、体験をしていくこと、
その体験を評価していく中で知恵が生ま
れ、専門性が変なプライドや使命感にな
らなくなってきます。
坂：ノイマンさんは建築家として正統な
教育や経験を積んでいて、真摯なプライ
ドをもった方だと思います。菅波先生が
「神戸では売名ということが死語になっ
た」と言われたことが記憶に残っていま
す。支援を売名と思われるのではないか



い。顧客に対する愛をもって地に足のつ
いた仕事をすべき。その延長に問題を抱
えた人のために時間を割くことも必要で
しょう。
質問（会場）：住居の素材は現地で作る
べきか、完成品を持って行くべきかまた
作り方を教えるべきなのか。
ノイマン：何千戸のシェルターのために
完成品を輸送するには膨大なコストがか
かる。また緊急時には通常の輸送路が使
えないこともある。現地に備蓄もできな
い。外から持ち込むものはノウハウとす
ぐに使えなければならない医療設備など。
シェルターは自分達で修復できるような
地元の資材、技術を使うのが原則です。
坂：ルワンダでシェルターに高価な木材
を使っていた。現地で竹が自生している
のを見つけ、日本の竹加工技術を現地の
人に教育し共同で竹の屋根を作ることを
計画しています。
菅波：ザンビアで雨期にかぎってコレラ
が発生するということがあった。原因は
菌の混入した井戸水でした。患者のいな
い1軒だけは、竹の樋からの雨水を使っ
ていた。水は井戸からとるという固定観
念を打ち破った現地の知恵ということで
す。難民キャンプは仮の場でその土地固
有のノウハウがありません。前に住んで
いた場所の文化、知恵を一緒に探しだす
こと「花のことは花に聞け」ということ
でしょう。
医療行為をいくらしても、住居・トイ
レ・水の問題が解決されないと患者はで
てくる。居住環境と健康というテーマで
日本デザイン機構、AMDA、UNHCRで
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Neumann: What should be brought are facili-
ties ready to be used immediately with special
knowledge such as medical facilities. Shelters
should basically be made with local material
and technology so they can be repaired locally
by the local people.
Ban: In Rwanda, we found a natural bamboo
forest. We have a plan to teach the local peo-
ple Japanese bamboo processing technology
and together make bamboo roofs.
Suganami: In Zambia, there was always an
outbreak of cholera during the rainy season.  It
was caused by contaminated well water. The
only family who was not infected got drinking
water from a bamboo rain pipe. That was local
wisdom.
I would like to suggest a collaboration among

JD, AMDA and UNHCR, under the theme of
housing environment and health.
Neumann: In medical care, there is cure but
prevention is also very important. Shelters
should be considered from a prevention and
public sanitation point of view.
Ishiyama: I would like to promote considering
future cooperation.

Shigeru Suganami / Medical Doctor, Organizer of AMDA
Shigeru Ban / Architect
Osamu Ishiyama / Architect

と躊躇しましたが、活動していく中でそ
ういう思いそのものが飛んでいってしま
った。
石山：菅波さんの援助を受ける側のプラ
イドという言葉にはギクリとするものが
あるのですが。
菅波：人間関係には、フレンドシップ、
スポンサーシップ、パートナーシップの
3種類しかありません。それぞれに「あ
りがとう」という言葉の方向性が違う。
フレンドシップにはありがとうは要らな
い。スポンサーシップは一方通行で壊れ
やい。パートナーシップは双方向。援助
をする相手の中に尊敬や信頼をみつけパ
ートナシップを組むことが大事です。
坂：欧州のNGOと日本のNGOとは大き
な違いがある。今後はアジア的なフィロ
ソフィーも必要とされるだろうが、緊急
時にはある種軍隊的な欧州型のNGOのア
プローチもスピーディーで効率がいい。
お互い学ばなければならないと思います。
石山：西欧型とは感じ方の異なる相手に
対してはアジア的なアプローチが有効な
場合はあるのはないでしょうか。
ノイマン：全体を見るのが東洋的、白黒
はっきりさせるのが西洋的ということな
のか。大原則は、問題をもち絶望してい
る人の思いを共有し人間らしい対応をし
てあげるという、他の人に対する愛情を
もつということです。
専門家を求めているといっても、自分
の仕事を放り出してくることを求めてい
るわけではありません。デザイナーや建
築家には自分のキャリアに重きをおくあ
まり自分の仕事にとらわれ過ぎる人が多

共同することを提案したい。
ノイマン：医療では治療もあるが予防が
重要です。乾いたシェルターと水とサニ
タリーが必要です。シェルターの面積規
準3～5㎡はWHOの出した人間の健康が
保てる最低限度。公衆衛生は死亡率に大
きく関わっている。シェルターは予防、公
衆衛生の面から考えていくべきなのです。
石山：時間になりましたので終えます
が、これからの協力関係の検討を推進し
たいと思います。

菅波　茂　スガナミ　シゲル
医師、AMDA（アジア医師連絡協議会）代表。
AMDA：AMDAインターナショナルを母体とする国連認定
NGO。アジアの医師間でパートナーシップを強化、推進し、
世界中の被災地域や辺境地域にいる人々の健康増進に寄与
する目的で1984年に発足。本部、岡山県。具体的な支援
活動の他、課題の啓蒙普及に務めている。'95年、第25回
毎日社会福祉顕彰受賞、第7回毎日国際交流賞受賞。第2回
読売国際協力賞受賞。ブドロス・ガーリ賞受賞、等。

坂　茂　バン　シゲル
建築家、坂茂建築設計主宰。日本大学、横浜国立大学建築
学科非常勤講師。国連難民高等弁務官事務所コンサルタン
ト。阪神大震災被災地「紙の建築（教会、仮設住宅）」で
1995年毎日デザイン賞受賞。'96年NGO：ボランタリ
ー・アーキテクツ・ネットワークを設立。

石山修武　イシヤマ　オサム
建築家、早稲田大学理工学部建築学科教授。1985年「伊
豆の長八美術館」で第10回吉田五十八賞、'95年「宮城県
リアス・アーク美術館」で日本建築学会賞受賞。著書に
「住宅病はなおらない」「世界一のまちづくりだ」など。日本
デザイン機構で「難民キャンプのためのデザイン－ライト
インフラストラクチャー研究」主査。

会場展示風景
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CHILDREN AND DESIGN - A PERSPECTIVE TO
DRAW THE FUTURE
Takemura (T): I was requested by NTT to hold
a workshop with the theme children and multi-
media. The children and I did an experiment by
making a primitive internet system using paper
cups and strings. I would like to discuss on
how we can get children involved in education
through thrilling experiences and how this
method can be introduced and practiced.
Awazu (A): A foundation collects drawings by
children on how they view the world from coun-
tries around the world. They voice their opin-
ions on environmental problems through these
drawings. I truly feel that these drawings reflect
the naive souls of children and are filled with

elements that adults should notice in reevaluat-
ing our society.
T: I was involved in planning the Internet
Expo'96. At the Japan Theme Hall there, the
theme was earthquake. They analyzed the data
from past earthquakes and reproduced the
movements. I was able to rediscover the
astounding reality of the world I overlooked.
Scientific technology helps us rediscover the
amazing facts of how life goes on and the exis-
tence of the world itself. We realize that we are
breathing on Earth and we are one with Earth,
which is also breathing. If we all had this per-
ception, we would not have had the urban
planning ideas that we have today.
When looking at the relationship between cells

and the human body, cells evolved in an envi-
ronment where they had to coexist with a para-
sitic microorganism called mitochondria,
initially alien to human body. Each cell is a
memory chip of evolution and is like a museum
that displays micro history of four-billion years
evolution of life.
It is very important to realize the relationships
between smaller to bigger existence when con-
tending environmental problems. It is the sense
of feeling self as an element of total existence,
the nature. Fractal theory which explains that
the whole and element has similar structures
and this applies to the most of natural phenom-
ena. This theory expresses trees, river current,
and blood veins in mathematical equations and
reproduces them on computer screens. Once

�

子供をキーワードに社会のあり方を模
索、提言活動などをされる粟津、竹村両
氏の対談が実現した。直接的あるいは間
接的に子供の環境づくりに携わる30名の
参加を得て、全員が活動報告をするなど
インタラクティブな会合となった。まず
竹村氏から子供たちの創造性を引き出す
方法として「当たり前のことに驚く」と
いうキーワードが出され、このキーワー
ドに基づき両氏の対談が展開した。質疑
では参加者から、視点の偏りが指摘させ
る場面があったが、継続的に回を重ね、
より参加者の意見から子供たちの世界観
を汲み取り、具体的な着地点を導くプロ
セスが模索されていくだろう。
■講師：
栗津　潔　グラフィックデザイナー
竹村真一　東北芸術工科大学、文化人類学
（司会進行：林柳江　インテリアコーディネーター）

竹村：生命や人間がこんなに面白く見え
てきた時代に、子どもたちが干涸らびた
教科書で、自分を取り巻く環境に興味が
持てるのか疑問であり、現実の教育に対
して残念に思っています。ＮＴＴの依頼
で、子供とマルチメディアをテーマに行
ったワークショップでは、インターネッ
トの構造を糸電話を用いて原理的に体験
させ、科学技術への興味を導くという実
験をしました。単なる知識でなく、ワク
ワクするようなこの世界というものをど
う見せるか、広い意味の教育の場で実現
させていくための道筋をこの場で検討し
てみたい。今日は、お見合いするような
つもりで来ました。

粟津：子供、メルヘンといった世界には
ずっと以前から興味を持っていた。地球
環境平和財団で、子どもが見た地球の絵
を世界から集め、環境問題に対する提言
活動を行っている。子どものナイーブな
魂の叫びには、我々の社会が反省すべき
材料が隠れていることを痛感しています。
今まで度外視されていた子どもからの視
点は、世界を見る目に幅を持たせます。
竹村：21世紀に向けて、チルドレンズミ
ュージアムを考えた時に、従来の科学教
育、環境教育の枠を一歩出て、今の新し
い世界の見え方、新しい人間観を踏まえ
ての新たな発想が必要です。最近幕を閉
じたインターネットEXPO'96の日本テー
マ館で日本ならではのテーマ
でありながら、世界性を持つ
テーマに「地震」を取り上げ、
さらに地震を切り口に世界認
識を共有できる仕組みを作り
ました。実際に起こっている
地震の動きをデータ集計して
動的に表現する事により、一
部の専門家の研究用のデータ
であったものが、我々に当た

り前の世界の驚くべき現実を
再発見させてくれました。
江戸時代の日本を代表する哲
学者、三浦梅園の「枯れ木に
花咲くに驚くより、生木に花
咲くに驚け」という言葉の意
味を今、リアルに理解できる
時代に生きているのです。こ
うやって私たちが生きている
こと、こうやってこの世界が

あることがどんなに驚くべき事か科学技
術によって再発見ができる。呼吸する地
球、という意味で名付けたブリージン
グ・アースは生き生きした世界として地
球の姿を我々の目の前に表し、我々は呼
吸する地球の上に立って、一緒に呼吸し
ているんだという一体感を持って地球を
認識できる。地球も人間も流れている存
在だということが実感として見えてきて
いる。こういう認識を持てば、今の都市
計画の発想は出てこないと思います。
また60兆の細胞からなる人体とそのもと
となる一つの細胞を考えると、細胞はミ
トコンドリアのような外から寄生した微
生物と共生することにより進化してきま



とです。これは、自然界と人工の世界が
本質的に連続的でありうること、今まで
がさつで暴力的であった為に自然と適合
し得なかった人工物が、自然とつながっ
ていきうる可能性を示しています。その
窓を通じて二元論的自然観を変えて行け
るのではないかと思い期待をしています。
粟津：子供は始め何も解らない白紙の状
態です。花はどうしてこんな色が付いて
いるのという質問で一生かかる。そこで
大人は、神という言葉を使って説明に替
える訳です。
竹村：生命誌研究館副館長の中村桂子さ
んがおっしゃっている「サイエンスは本
来“問う行為”で“答える行為”ではな
い」という言葉に非常に共感します。問
うことの面白さを教えることが科学教育
であるべきなのに、現在の教育は答える
営みになっていて問う営みでない。驚く
前に答えられちゃっていて、驚く隙間が
ないのです。
粟津：老子を筆頭に紀元前の人間が既
に、天・地・人という考え方で、物の実
在について一通りやっていた。
竹村：天・地・人を体現する具体的な手
法としての気功は、動物の型を真似る、
あるいは自ら樹木になって立ってみると
いうことをします。これは外にある物を
真似ているようで、それを鏡にして自分
の中に潜在している「自然」を再発見し
ていくプロセスです。ＤＮＡには生命40
億年の生命進化のプロセスがパッケージ
されている。自分の内部で森羅万象が営
まれている、これが気功やタオの発想で
あり、つまりは外なるエコロジーは内な

JD WORKSHOP [Children and Design―A  Perspective to Draw the Future]
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physics was on the opposite end of daily life,
but now it is starting to be called a daily sci-
ence. For example, a child can make a tree
appear on the computer screen and experi-
ence the process of creating and growing a
tree. The progress of computer science and
fractal geometry can be the key to introducing
the wonders of nature and allure children in
participating in the processes of nature without
teaching them through logic. Also, I am hoping
that this will change the dualism of nature.
A: Children start as a white sheet of paper or
without any knowledge. They may spend a life
time trying to figure out why the flowers are col-
orful. Adults try to explain to them using the
word god.
T: Today’s education is an activity of answering

and not of questioning. Science should be an
education of learning to enjoy asking "why."
A: Starting with Lao-tse, people in ancient
times were already studying the existence of
things in the heaven-earth-human being rela-
tionship.
T: In expressing the heaven-earth-human
being relationship, Qigong uses the method of
imitating postures of animals. It is a process of
finding the images of animals within oneself by
imitating the actual animals. Qigong and
Taoism believes that the universe or all natural
phenomena is being created and carried on
within the human body.
A: We can say that environmental problems
emerged because people cut themselves off
from nature and thought of them as two differ-

ent existences. I am overwhelmed by the phi-
losophy of Lao-tse that even if human beings
no longer existed, the Earth will go on living.
T: Calligraphy is one kind of Qigong.
Pictograph characters were made by imitating
nature.
A: In ancient China, they foresaw the future
from inscriptions on animal bones and tortoise
carapace. In the world of design, reading the
future is indispensable.
With the progress of multi-media technology,
we must actually take into consideration the
new technology in design. In the ages of Lao-
tse where science was not developed, they
had to rely on maximizing human abilities to
observe the world. In other words, they had to
look and observe with eyes of a newborn baby.

した。その細胞一つ一つが進化の記憶の
パッケージのような存在で、ミクロな生
命40億年の生命史の博物館と言えます。
こうした細胞そのものをもっと深く体験
していくミュージアムを提案したいと思
います。細胞／ミトコンドリアと人間と
地球。ミトコンドリアが人体という環境
の中で、共生的な関係を創りつつ、より
大きな全体をデザインしてきたように、
人類も地球という環境の中で新たな共生
の関係をつくっていく、こういったより
大きな全体との関係の認識が、環境問題
を考える上で重要な視点です。自然とい
う全体の中の分という意味での「自分」
を捉える生命感覚とも言えます。フラク
タル理論は、全体と部分の構造の自己相
似を意味しますが、自然界のほとんどの
現象がこの原理に則っている。この理論
によって樹木、川の流れ、血管などのパ
ターンを数式で表し、コンピュータ上に
それが生まれてくるプロセスごと再現す
ることができる。我々の日常とは縁遠い
ミクロな原子や宇宙を扱ってきた物理学
が、日常性の科学と言われはじめた。日
常の面白いもの、素朴な疑問を、知性と
感性を統合した形で科学的に扱えるよう
になった。世界のなりたちについて、理
屈からでなく、子どもたちの興味に答え
られるようになってきているのです。例
えば、樹木をコンピュータ上に出現させ、
自分が創造主の立場になって、作り、育
てるプロセスを体験できる。自然を人間
が操作するという傲慢な意味でなく、世
界が生成するプロセスに参加してみる事
が、世界を理解する最良の道だというこ

るエコロジーだということです。
粟津：あの時代に老子が同じことを言っ
てしまっている。つまり、環境問題は結
局自分の問題で、人間と地球を切り放し
てしまったところに問題があるのです。
しかし人類が滅びても、地球は万全として
生きているとしている老子の世界観は凄い。
竹村：書は一種の気功で、自然の模倣か
ら象形文字ができている。
粟津：古代中国では甲骨文字から予見を
得た。デザインの世界では、この未来予
測が欠かせない。建物でも、出来た時点
で将来的に何も役立たないということが
起きる。マサチューセッツ工科大学のメ
ディアラボでは世界中の企業の将来を分
析している。10年以上は要素が限られて
いて予測を立てるのは難しいが、しかし
過去と未来のあらゆるデータを集計し、
予想をたてながらある結論を出して進め
て行くのがこの、企業の未来予測プロジ
ェクト。マルチメディアの技術が出てく
れば、それを考えて進めて行かなければ
ならないのが現実です。科学の発達して
いない老子の時代には、人間の能力を如
何に引き出して世界を見られるか、つま
り嬰児の見開いた眼、観察眼を持つこと
が必要だった。老子の耳がでかいのは、
そういうことでしょう。
竹村：そうした感覚神経系が異様に発達
したイメージの中に老子は人間の未来型
の姿を見切っていたのかも知れない。19
世紀の人類学の世界で言われたネオテニ
ーとは幼形進化を意味します。他の動物
とちがい、人間はプログラムがオープン
で肉体的にも未成熟な状態を長く、ある



て、一回お腹に入った赤ずきんちゃんが
出てきて、最後に狼と一緒に踊るという
話になっている。これは恐ろしいことで
す。そもそも人間が物を食べるというこ
と自体、大変な破壊行為であり、同時に
大変な死をはらみながら生が営まれてい
るという事実を、恐怖を含め意識する機
会を親が与えなければならない。日常の
ちっぽけな器に入りきるところだけしか
伝えないでいれば、世代を経るごとにど
んどん器が小さくなる。神話やメルヘン
は、その意味で親も理由が答えられない
世界の存在を一緒になって再認識する重
要な機会であるはずです。
粟津：子供の自発性にとって、対象と自
分とを結びつけるきっかけを与えてあげ
ることが重要だと思います。
栗田（会場）：子供が認知する力、イメ
ージする力についてどう捉えますか。
竹村：低学年でも、コンピュータ上に樹
木が育つプロセスを見た時にウワーとい
う驚きがあるんではないか。
栗田：自然、生のものを見た方がいいと
思う。コンピュータの画面に写っている
ものは、植物としてみるのではなく、図
としてみるだけ。逆に五感を通じて木に
触れ、植物がイメージされていくと思い
ます。コンピュータはある程度大きくな
った子供でないと適していないのではな
いか。
竹村：自然との直接的な触れ合いを無駄
だといっているのではありません。しか
し例えばネイチャーゲームを通じた体験
が自分達の日常生活とつながらないし、
その体験が樹木に対する興味を育てるか

ＪＤワークショップ「子供たちとデザイン―未来を描く視点」

Activity  2
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�いは一生持ち続ける、ハードウェア的に
もソフトウェア的にも人間は本質的に
「子ども」でありつづける、これは人間
が生物学的に他と異なる大きな特長で
す。残念ながら人類が大きい社会を形成
しはじめてから、あるいは農業・工業社
会では「大人しくしなさい」として、な
るべく小さい時から子供を小さな大人に
しました。しかし本来人間らしい社会と
は、何才まででも安心して子供でいられ
る社会なのかもしれない。大切なのはプ
ログラムを固定させない社会、科学で言
えば、答を与えない社会です。
粟津：永遠に答はないんだ。老子自身も
70年間母のお腹にいたという話しもある
くらいで、小さい幼い生命の始まりの時
をとても大事にして、その目でみた世界
を描いていると言える。子供の絵を見て
いると、高学年になるにつれて、どんど
んダメになってくる。情報なんか要らな
いと老子も言っている、自分あるいは自
分の中に存在する神童の眼を失い、かえ
って混乱する。子供博物館でも、自分と
いう存在との関係性が分かる仕組み、お
とぎ話の様に子供が吸収できる仕掛が必
要でしょう。
竹村：粟津さんの言うおとぎ話という点
は重大な問題で、メルヘンの世界は、人
間には簡単には理解できない世界がある
んだということを知らしめる手段であっ
た。ところが最近の幼稚園では説明しえ
ない領域はすべて排除してわかりやすい
ように、今の安っぽいヒューマニズムで
改ざんしてしまう。狼と赤ずきんの話し
を、食べられるというのは残酷だといっ

といったら疑問です。残念ながら大抵の
子供にとって木はコンクリートの電信柱
と同じぐらいの存在でしかないと思う。
自然は臭いもする、肌触りもあるんだけ
れど、最初からあるものに興味を示しづ
らい 。取り付く島がない。子供自身が何
か働きかけて初めて自分とのきっかけが
つかめるのではないでしょうか。
司会：短時間では語り尽くせなかったこ
とを、次回のワークショップの議題とし
たいと思います。（終了、次回へ）

■参加者アンケートより（抜粋）
�地球を生物的に捉える視点、また老子
の話し、フラクタルの話しはモノの原理
を解きつつ、子供達がそういった視点で
みる眼を養ったら、さぞ面白い世界が広
がるだろうという点で興味深くまた良か
った。一方で、子供の中に埋没した環境
からの発想がどういうものか、垣間見え
たらいいのにと思えました。／栗田正光
（株）ハートワークスデザインオフィス
�ミクロからマクロへ、視界の飛躍、地
球の生命誕生物語から未来予測まで、わ
くわくする展開で、また科学的スケール
の広がりが、老子という一人の人間の英
知の大きさとオーバーラップして、まる
で万博のパビリオンのようでした。・先
入観を突破らって、ハイテクもローテク
も垣根無し、同列で受け取る本来の子供
の感性でいきたい。物心ついた頃、既に
先入観が出来ていた．．／牧野喜久子
（有）木デザイン研究所

nature games does not relate to their daily life
experiences. Unfortunately trees to most chil-
dren are no different from concrete telephone
poles. Natural things have smell and feel, but
children do not show interest in things that
were already there. They must reach out to find
that relationship between human beings and
nature.
Emcee: We were not able to fully discuss the
topic due to time constraints, but we would like
to continue in the next workshop.
Kiyoshi Awazu / Graphic Designer
Shinichi Takemura / Cultural Anthropologist
Next workshop: August 1st 17:00~21:00

look at the drawings of children, they get worse
as they proceed to higher education. Lao-tse
also says that we do not need information. With
influx of information, you lose yourself or the
eyes of the newborn and confuse yourself. We
need a system where children can relate their
existence with nature. It is important to have
methods in offering opportunities for children to
want to relate the subject to themselves.
Kurita (participant): A plant on a computer
screen is not looked at as a plant, but as a
chart. Actual plants can be imagined only if a
child has experienced relating to a plant using
his/her own five senses. Computers should be
introduced to children from a certain age.
T: I am not saying that direct relation with
nature is a waste of time. But experiencing

T: Maybe Lao-tse had a clear image of
mankind in the future. Human beings stay
immature for an extended period or maybe
throughout their lifetime. This is a clear distinc-
tion from other animals. Since mankind started
to form larger societies, children were trained
to be miniature adults. But I believe a humane
society is one where people feel secure
enough to stay as children all their life, or a
society that does not function under one fixed
program, or in a scientific view, a society that
does not grant answers.
A: There never will be an answer. There is an
episode that Lao-tse stayed in the womb for 70
years. Maybe he cherished that long experi-
ence towards birth and drew a world from the
observations of the eyes of a newborn. When I



気でやらなくてはいけない。それも今ま
では守り、維持、保全という取り組み方
が多かったのですが、これからは「創造」
していく、より美しいものを創造してい
く取り組みが必要です。建設省も含めて
「暮らしと国土デザイン」を統一してい
く、整合性を図っていくことが新たな課
題として出ています。そのためには予算
も知恵も必要です。新たに高次な公共事
業の再構築が必要です。
関連して、私が兼々疑問に思っている

のは建設国債と耐用年数の関係です。建
設国債は次の世代に社会資本を残すので
赤字国債ではないとされていますが、60
年かけて償還されます。ところが実際は
60年もつ建物が少ないのです。日本の公
共建築物は道路などを含めても耐用年数
がせいぜい20年から30年で、建てては壊
し、建てては壊しの中で物凄い廃棄物を
出し壮大な無駄をしてきている。埼玉県
ではゴミの問題も深刻です。こうした建
造物のサイクルを長くするだけでも国土
デザインの在り方も随分、変わるのでは
ないか、今までは息もつかせず次から次
へ自転車操業的にやってきた行政を見直
さなければならない。
潜在エネルギーの新しい活動の「場」づ

くり

次にソフトの分野では、どの地方自治
体でも直面している「高齢化」がありま
す。それと「女の人たちの暮らし」の変
化です。今まで日本は働き盛りが7割と
いう大変生産性の高い国でした。それが
今、変わってきている。トータルに人生
をデザインすることが重要です。

いま行政デザインに求められている「新しい仕組みづくり」
埼玉県副知事 坂東眞理子氏

Interview
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�暮らしと国土デザインの整合性を
埼玉県は21世紀に向けて、デザインが

行政の有力な切り口になると考え「彩の
国　デザイン検討委員会」を設け、昨年
度末に報告書にまとめていますが、今日
はそれとは直接関係なしに私が理解して
いる範囲でデザインの話をさせていただ
きます。
私流のデザインの解釈は「こうしたら
いいかな」「こうしたら、より効果があ
がるのではないか」「格好いいのではな
いか」といろいろ工夫することだと思っ
ています。行政も万古不易から脱して
「今、住民の方たちは何を求めているの
か」という変化にセンシティブになって、
新しいサービスをデザインしていく必要
があります。
県行政がデザインに関わる点では、ま
ず中小企業のデザインをバックアップす
る産業振興があります。それと街づくり
です。街づくりでは個々の建物や街は懸
命にいいものを創ろうと努力しているの
ですが、やはり全体としての整合性・統
一性に問題があり、点としてのデザイン
が中心で面になっていません。感性的に
も優れたものにする取り組みが必要で
す。例えば、素晴らしい芸術劇場がある
のにその真ん前にギラギラのネオンの焼
肉店が営業しています。
県の南部は東京に接する郊外住宅で

す。北部は関東平野の本当にのどかな田
園風景が残っていて、手入れされている
自然の美しさがあるのですが、今、そこ
に無秩序な開発が行われようとしていま
す。国土の維持、美しさを保つことも本

インド哲学では人生を「学生期・家住
期・林住期・遊行期」と学び、働き、貢
献し、自由に生きる4期に分けています
が、今まで行政は学生期・家住期に全面
的に関わってきたのです。これからは人
生の第三期「林住期」や第4期に関わっ
ていく必要があると思います。林住期は
地域に生きる時期、社会で生きる、社会
に貢献する時期と言えます。
まだ歩みだしたばかりですが、「アク

ティブ・ボランティア・クラブ」では、
リタイアした人たちの持っている凄い能
力・力を発揮する「場」を様々に用意し
て試みようとしています。身体主体の作
業系のボランティアは多々ありますが、
職業経験の生きる頭脳主体のボランティ
ア活動もあり得ると模索しているのです。
埼玉県の特長は人口の急増です。1960

年では240万人だった人口は現在680万人
で、いわゆる国内移民の集まりです。移
民してきた人々はそこに定住し、老後を
過ごすはずです。高齢者が暮らしやすい
バリアフリーの街づくりもハード面だけ
でなく「心のバリアフリー」が必要です。
男性と女性の間のジェンダーフリーをプ
ッシュすることも行政の大きな役割です。
女性問題も歴史を勉強しましょう、と
か女性学の研究とか意識の啓発という第
一段階を終えています。女の人たちは今、
凄い力を持っているにも拘わらず、発揮
する「場」や「機会」がないことです。
その対応の一つとして行政でいろいろな
委員会をやるときに委員を「公募しろ」
と言っているのです。個人的に能力のあ
る人たち、特に行政とのパイプの少なか

"New System Making": What is Sought in
Administration Design
*Lifestyles and land design in harmony
Saitama Prefecture has established "Sai-no-
Kuni (Land of Colors) Design Study Commi-
ttee," thinking that design will give a new edge
to the prefecture in the 21st century, and pub-
lished a report at the end of last fiscal year.
Involvement of the prefectural government in
design means promoting the development of
industries by supporting designs of small and
medium businesses and community-making.
Currently community on the whole lacks harmo-
ny or consistency. Each design is scattered
within the community and does not form a
dimension. We need to work on a community

with higher sensibility.
Until today, the focus was on protection, main-
tenance, and preservation of the environment.
But from now on, we need to "create" or create
more beautiful things.  Keeping "lifestyles and
land design" consistent and in harmony is a
new issue we face. Japanese public structures,
including roads, merely last 20 to 30 years.
And therefore, we are constantly building and
destroying. In this cycle, we end up with mas-
sive industrial waste and what went to waste is
unimaginable. Waste is a serious problem in
Saitama prefecture. Giving longer life to these
public structures may greatly change the con-
text of land design.
*Introducing "space" for new activities for

groups who have potential energy. 
The theme is "aging population" and "chang-

ing lifestyles of women." Until recently, Japan
was a highly productive country with 60 per-
cent of its population in the prime working age
group. But that is changing now.
"Active Volunteer Club" is experimentally intro-
ducing a variety of "spaces" for retired people
where their abilities and talents are fully appre-
ciated. They believe that there can be volun-
teer activities that require mental involvement.
Concerning the "barrier-free" concept, one
needs to be "barrier-free in mind." Women must
take the major role in pushing the gender-free
concept. The administration needs to be more
sensitive to citizen’s needs and design and



公共デザインの基本的問題

公共でのデザインが、どこまで出来得
るかを考えるとき、行きつく問題があり
ます。昔の芸術、音楽や演劇のスポンサ
ーは王侯貴族、あるいは大金持ちで、自
分の金で自分が好むものを楽しんだり、
善しと信ずる哲学を提案しても全く後ろ
指を差されない。しかし公共がやるとす
れば「税金」です。税金でもって一定の
「好み」を押し出すことになる。平準化
なら合意が得やすいが、ここにしかない
ものとなると事情が異なる。それはある
人は好んでも他の人たちには耐え難いも
のかもしれない。このリスクをどういう
形でクリアするのか。万人向けのデザイ
ン、万人向けの芸術は存在し得ない中で
優れたデザインを生むにはどうすべき
か。住民のコンセンサスを得ていかねば
なりませんが、コンセン
サスを得ていく過程で全
国一律化、画一化平準に
陥る危険が潜んでいるの
ではないか。
求められている行政のデ

ザイン

こうした公共事業を行
う際に手法としての透明
性、アカウンタビリティ
が欠かせません。一定レ
ベルの知識・識見を持っ
た公正な人たちが判断する委員会の、公
開性の高い検討の結果選ばれたのだとい
うことが明らかであれば、一応皆の納得
を得ることができるかなと思います。そ
うした住民参加の手続き、プロセスへの
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�った女性たちをどういう形で行政と結び
つけていくかの仕組み作りが今後の大き
な課題です。
新しい哲学が必要

今までの地方行政は、あそこにあるも
のをウチにも‥‥「にも」という形で努力
をしてきたのですが、今後は「他にはな
いもの、ここにしかないもの」をどう作
るかです。わざわざ他から人が来たいほ
どの魅力、広く発信できるもの、あるい
は独自の暮らしのスタイルがどの程度あ
るかが、その地域に問われる時代です。
新たに作るとしたら、「芸術活動、文

化活動」があり得るなと思います。その
ひとつの例として「彩の国　さいたま芸
術劇場」の試みがあります。芸術総監督
を勤める諸井誠さんは作曲家ですが本邦
初公開・初公演に限定した意欲的なプロ
グラムで、東京や外国からも観客を集め
ています。
埼玉県は民謡や郷土芸能が無形文化財
として全国一多く指定されているのです
が充分魅力があるにも拘わらず、全国に
その魅力を発信するに至っていない。一
方、全国ベースで通用するように商業化
され洗練されると、本来の魅力が失われ
てしまう。そこに工夫と新しい哲学が必
要なのだろうなと思います。同様に今ま
での行政は国も県もみな平等に、公平に
平準化を懸命にやってきましたが、平準
化の中では魅力的な個性ある地域は育た
ないのではないか、という気がします。
それにはまず私たち自身が自信を持つこ
とが必要で、自信がないと横並びになっ
てしまう。

住民参加の仕組みを考えること、今、私
たちに行政のデザインとして求められて
いるのは「新しい仕組みづくり」でしょ
う。行政が自分達だけでブラックボック
スの中で決定するのは許されません。
今までアメリカなどに較べて、日本の
住民の方たちはタックス・ペイヤーとし
ての意識が一般に低かったと思うのです
が、その意識が高まっていくとともに、
行政も手法が民主的であることが必須に
なります。
従来、行政に対する住民は批判型、反
対型が多く、それも行政へのチェック機
能を果たしてきましたが今後は提案型の
住民と共に、潜在的創造力を引き出す行
政の仕組みを互いに作り上げる時代にな
ると思います。
インタビュー/ 佐野邦雄、伊坂正人、小木花子

1969年東京大学文学部卒業、総理府入省。80年ハーバー
ド大学に一年間の留学。帰国後、統計局、老人対策室など
を経て、84年日本学術会議情報国際課長、85年内閣審議
官。統計局消費統計課長などを経て93年婦人問題担当室長。
94年初代の男女協同参画室長。95年全国で4人目の女性副
知事に。著書に「ニューシルバーの誕生」「変わる消費社会」
「米国きゃりあうーまん事情」「新・家族の時代」など。

provide new services. More focus should be on
creating a system for women, who even now
have only limited opportunities, to become
more involved in the administration.
*In need of a new philosophy
During the period of standardizing municipal
governments, administrations operated under a
"me too" policy, trying to bring what others have
into their areas. But from now on, what is
important is "having something that others do
not have." What we ask each region is whether
or not they have an element or elements that
attracts people from distant locations, that can
be transmitted outside the region, and what is
unique to that region’s lifestyle. If new elements
were to be created, "artistic and cultural activi-

ties" can be cited as possibilities
Traditionally, the administration has put great
efforts in for standardizing the nation and each
prefecture, but I do not believe this effort will
nurture the specific characteristics of individual
regions. To begin with, we should each be
proud of our local environment.
*Basic problems of public design
If public design was aimed at leveling the stan-
dard, the administration will probably be ready
with excuses. However, if it was aimed at hav-
ing something others do not have, conse-
quences will differ. How are they going to clear
the risks? Is there a design or art that will satis-
fy all?
*New system is being sought: Transparency

and accountability as a technique
If public design was chosen clearly by a com-
mittee organized by people who are well-
informed and can make fair judgments, and
discussions were disclosed, it would be easy
to gain consensus. What is being sought from
the administrative involvement in design is the
creation of a "new system," which includes citi-
zen participation in the process.
We are facing an age where citizens can make
suggestions to the administration and both
cooperate in creating a new administrative sys-
tem which will bring out citizen’s potential cre-
ativity.
Mariko Bando / Vice Governor of Saitama Prefecture ,
Japan



1997年度第2回理事会

日時：1997年5月27日 11:30～12:30
会場：東京国際フォーラムG403
議事：総会による役員改選をふまえ、会
長に栄久庵憲司氏を改めて選出し、さら
に2年間の会の牽引役をお願いした。新
理事の石山修武氏の挨拶、総会で議論さ
れたデザインの本、生活者視点でのパブ
リックデザインの課題などを討議した。

コーディネーター・ミーティング

マルチテーマ・フォーラムの開催にむ
け水野総括プロデューサーをはじめ、各
テーブルのコーディネーターおよび運営
担当による準備会議を数回重ねた。また
フォーラム終了後も、記録および各テー
ブルテーマの進化や具体的な行動へつな
げるこどなどを討議するためコーディネ
ター・ミーティングを継続する。フォー
ラム後の第1回目を6月26日に開き、記録
の方法や各テーマの展開などを討議し
た。

ほんとうの「豊かな国」づくりのための
フューチャースケープ〈未来への鳥瞰図〉
著：棚谷喬、監修：文化工学研究所
発行：日本図書刊行会
日本は他の国にはない多くの資産を持

っている。‥‥‥これらの資産を有効に
生かし経済的な基盤を再構築するコンセ
プトの確立が必要とされている。
その目標として世界の「良心」として

の交流、公園（パーク）国家を目指すこ
とだと考える。 （はじめにより）
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事務局から

From the Secretariat

日時：1997年5月27日 10:30～11:30
会場：東京国際フォーラムG402
当会設立後第1回目の総会を上記日時

会場で開催した。同日午後はマルチテー
マ・フォーラム「ソーシャルデザイン」
というイベント日となった。栄久庵会長
を議長に、会長の1年半の会活動に対す
る感想をまじえた挨拶に続き、事務局長
よりスライドによる1995,1996年度事業報
告および収支報告、壽美田監事より監査
報告がなされた。引き続き1997年度事業
計画および収支計画が討議され、「誰に
でも判るやさしいデザイン」の本の出版
や地域と連携する事業などのアイデアが
出された。議案の承認の後、1997,1998年
度の役員改選が行われ、米国赴任のため
諸星理事が退任、代りに石山修武氏を新
理事に選出し、他は現体制の続投を決議
した。

1997年度第1回理事会

日時：1997年4月24日 10:30～12:30
会場：竹芝5Ｆ会議室
議事：前年度事業報告および収支計画、
1997年度事業計画および収支計画案に関
し原案を総会に提出することを決定。

編集後記

・5月27日、ロンドン博のクリスタル・
パレスを想起する「東京国際フォーラム」
で、当機構初の総会開催。栄久庵会長よ
り、「欧米でも全体に新たな動きが出始
めている、ルネッサンスを求めている」
と挨拶。後半は早くもデザイン論議に。
話題はそのまま隣接した部屋で開かれた
理事会へ。東京国際フォーラムのサイン
計画は恰好の槍玉に。
・午後は初の試みのマルチテーマ・フォ
ーラム。メインテーマ「ソーシャルデザ
イン」の発案者で総括プロデューサーの
水野誠一理事は大奮闘。「日本デザイン
機構は人使いが荒い」と。130人14テー
ブルの参加者が一斉にスタートラインに
着き話を始めた瞬間は、まさに当機構の
胎動を思わせた。
・6月10日、同じ東京国際フォーラムの
メインホールに250人が集ってシンポジ
ウム「デザインの国際貢献―避難民のた
めの居住環境」が開催された。地道な研
究とアクションプログラムの設定へ。
・「21世紀はアジアの時代」と本誌の原
稿を書きながら、香港返還儀式のTV中継
を見る。 （佐野邦雄）
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マルチテーマ・フォーラム

会員著書案内

Annual Convention
Date & Time: May 27th, 1997 10:30~11:30 
Place: Tokyo International Forum G402
Chairman Ekuan chaired the meeting.
Business and income/expenditure reports with
slides were given by the Secretary General for
fiscal years 1995 and 1996 and an audit report
was given by Mr. Sumita, Inspector,. Business
and income/expenditure plans for fiscal year
1997 were approved, followed by reelection of
board members for fiscal years 1997 and 1998.

Board of Directors Meetings
The first board of directors meeting
Date & Time: April 24th, 1997 10:30~12:30
Place: Takeshiba 5th floor meeting room
The second board of directors meeting

Date & Time: May 27, 1997 11:30~12:30
Place: Tokyo International Forum G403
Agenda: Mr. Kenji Ekuan was reelected as
chairman prior to reelection of board members
at the plenary session.

Multi-Theme Forum
Coordinator’s Meeting
Several meetings were held in preparation for
the Multi Theme Forum headed by Mr. Mizuno,
Chief Producer, table coordinators, and per-
sonnel in charge of operations. A meeting was
also held after the Forum on June 26th to dis-
cuss the results of the record making process
and how each theme was developed.

Postscript
*At the plenary session on May 27th, Chairman
Ekuan commented that "In Europe and the
United States, new movements are emerging.
Renaissance is being sought."
*Multi Theme Forum on "Social Design" was
held in the afternoon. 130 participants seated
at 14 tables, were on the same starting line and
the moment the discussion began, it was also
the moment of a new birth for JD.
*Symposium "International Contribution of
Design -- Physical Protection for Refugees" was
held on June 10th. Establishment of continuing
study of the issue and action programs.
*As I watched the TV satellite program on the
reunification of Hong Kong, I felt that the 21st
century will be an era of Asia. (Kunio Sano)




